
群
馬
県
無
形
文
化
財
緊
急
調
査
報
告
書 

群

馬

県

教

育

委

頁

会

編

群

馬

県

の

祇

園

囃

子



序

群
馬
県
に
は
多
種
多
様
の
無
形
文
化
財
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
に
お
け
る
著
し
い
社
会
生
活
の
変
化
に
よ
り
急
速
に
消
滅
し
よ
ぅ
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
ぅ
な
状
況
に
対
処
し
て
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
特
に
重
要
な
も
の
で
、
緊
急
に
保
存
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
無
形
文
化
財
に
つ 

い
て
、
緊
急
調
査
を
実
施
し
記
録
を
作
成
し
て
、
保
存
対
策
の
基
礎
資
料
を
蓄
積
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
六
年
度
は
、
群
馬
県
の
祇
園
囉
子
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
、
 

報
告
書
を
刊
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
各
地
で
祇
園
祭
り
が
行
わ
れ
、
豪
華
に
飾
ら
れ
た
屋
台
の
上
で
は
賑
や
か
な
祇
園_

子
が
囉
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
報
告
書
に
は
、
群
馬
県
の
祇
園
囉
子
の
概
要
や
現 

在
残
さ
れ
て
い
る
多
く
の
保
存
会
を
で
き
る
か
ぎ
り
収
録
い
た
し
ま
し
た
〇

本
報
告
書
が
活
用
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
無
形
文
化
財
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
調
査
に
当
た
り
、
御
指
導.

御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
調
査
員
、
及
び
快
く
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
保
存
会
の
方
々
、
並
び
に
県
下
の 

市
町
村
教
育
委
員
会
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
七
年
三
月

群
馬
県
教
育
委
員
会

教

育

長
 

唐 

澤 

太 

市
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一  

群

馬

県

の

祇

園

囃

子

概
観

祇
園
攤
子
は
、
祇
園
祭
り
に
出
る
山
車
や
屋
台
の
上
で
演
奏
さ
れ
る
離
子
で
あ
る
。
 

も
と
は
京
都
の
祇
園_

子
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
全
国
的
に
普
及
し
、
各
地
方
の
特
色 

や
、
独
特
な
音
色
を
持
た
せ
て
演
奏
さ
れ
て
い
る
。

関
東
地
方
で
は
、
神
楽_

子
や
神
田
囉
子
等
と
も
称
さ
れ
、
大
太
鼓
、
小
太
鼓
、
笛
、
 

鉦
等
を
用
い
て
囉
さ
れ
て
い
る
。
曲
に
は
屋
台•

鎌

食.

国
堅
め.

四
丁
目.

子
守
唄. 

に
ん
ば.

正

伝.

神
田
丸•

玉
打.

車
切
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
、
獅

子.

天

狐.

狸
. 

塩
吹•

お
か
め.

大
笑
等
の
神
楽
舞
も
つ
き
、
別
に
き
り
ん
、
亀
井
戸.

諧

殿.

夏

祭. 

独
鼓
等
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
曲
や
舞
は
県
内
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
県
内
の
各
地
に 

伝
承
さ
れ
て
い
る
祇
園
囉
子
の
概
要
に
つ
い
て
以
下
、
述
べ
て
み
た
い
。

一
 

邑
楽
郡
明
和
村

明
和
村
大
輪
の
八
坂
神
社
で
は
、
毎
年
七
月
十
四
日
、
十
五
日
の
祇
園
祭
に
祇
園_
 

子
と
踊
り
が
上
演
さ
れ
る
。
演
奏
曲
目
は
、
「
さ
ん
ば
」
、
「
し
ょ
ぅ
で
ん
」
、
「
に
ん
ば
」
ヽ
 

「
四
方
が
た
め
」(
神
田_

子)

で
あ
り
、
こ
の
順
番
で
演
奏
さ
れ
る
。
使
用
す
る
楽
器 

は
大
太
鼓1

、
小
太
鼓2

、
笛2

で
あ
る
。

踊
り
は
十
二
種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
に
合
わ
せ
て
演
じ
ら
れ
る
。
「
に
ん
ば
」
の 

一
つ
に
、
ネ
ン
ネ
コ
踊
り
が
あ
る
。
子
守
唄
の
「
ネ
ン
ネ
ン
コ
ロ
リ
ヨ
、
オ
コ
ロ
リ
ヨ
」 

の
曲
に
合
わ
せ
て
、
女
の
人
が
子
ど
も
を
背
負
い
踊
る
〇
「
さ
ん
ば
」
、
「
に
ん
ば
」
は
鉦 

を
使
用
し
な
い
で
演
奏
さ
れ
る
の
で
、
神
楽
系
統
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二

佐

波

郡

境

町

境
町
で
は
、
以
前
に
は
各
地
区
ご
と
に
祇
園
囉
子
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
 

女
塚
、
三
ツ
木
、
境
(

現
栄)

は
、
か
っ
て
新
田
郡
世
良
田
村
に
属
し
て
い
た
。
し
か 

し
、
昭
和
三
十
二
年
に
、
世
良
田
村
が
新
田
郡
尾
島
町
と
佐
波
郡
境
町
に
分
村
合
併
さ 

れ
、
こ
の
三
っ
は
境
町
に
属
し
た
。
こ
の
三
っ
は
、
世
良
田
の
八
坂
神
社
の
氏
子
で
あ 

っ
た
た
め
に
、
世
良
田
祇
園
に
は
客
屋
台
と
し
て
參
加
し
て
い
た
。
弘

化

二

年(

一
八 

四
五)

の

「
上
毛
新
田
世
良
田
略
絵
図
」
に
よ
る
と
、
「
祇
園
会
引
屋
台
」
と
し
て
、
女 

塚
、
三
ツ
木
、
境

は

「
か
ざ
り
や
た
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

世
良
田
祇
園
は
県
内
は
も
と
よ
り
、
近
県
に
も
知
ら
れ
る
盛
大
な
祇
園
祭
で
あ
り
、
 

か
っ
て
は
十
一
台
の
屋
台
が
出
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
世
良
田
の
八
町
内
の 

屋
台
の
囉
子
は
、
他
町
村
の
者
に
依
頼
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
地
元
の
若
衆
が
囉
す
の 

は
、
女
塚
、
三
ツ
木
、
境
の
三
っ
の
屋
台
だ
け
で
あ
っ
た
。

演
奏
曲
目
は
、
「
さ
ん
て
こ
」
、
「
し
よ
う
で
ん
」
、
「
お
う
ま
し
よ
う
で
ん
」
、
「鎌
倉
」
、
 

「神
田
丸
」
、
「夜
神
楽
」
等
で
あ
る
。
「
さ
ん
て
こ
」
は
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
を
持
っ
曲
で
、
 

屋
台
の
道
中
用
に
使
用
さ
れ
る
。
「
し
よ
う
で
ん
」
は
賑
や
か
で
神
田
囉
子
の
系
統
の
曲 

と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
お
う
ま
し
よ
う
で
ん
」
は

「
し
よ
う
で
ん
」
の
変
曲
で
、
祭
り
を 

盛
り
上
げ
る
の
に
必
要
な
曲
で
あ
る
。
使
用
す
る
楽
器
は
、
大
太
鼓1

、
小
太
鼓3

、
 

笛1

、
鉦3

で
あ
る
。

現
在
で
は
、
八
月
上
旬
の
境
祭
り
や
、
秋
の
境
町
郷
土
芸
能
発
表
会
等
で
上
演
さ
れ 

て
い
る
。
か
つ
て
は
、
八
月
一
日•

二
日
の
境
町
祇
園
に
囉
し
た
も
の
で
あ
る
〇



三

伊

勢

崎

市

波
志
江
の
祇
園
祭
り
は
、
断
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
祭
り
で
あ
る
が
、
大
変
盛
大
で 

あ
る
。
「波
志
江
の
喧
嘩
攤
子
」
と
称
さ
れ
、
独
特
な
演
奏
法
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
演 

奏
曲
目
は
、
「
し
よ
う
で
ん
」
、
「神
田
丸
」
、
「
お
お
ま
」
、
「
さ
ん
て
こ
」
、
「淀
」
、
「
か
ご 

ま
り
」
等
で
あ
り
、
使
用
す
る
楽
器
は
、
大
太
鼓1

、
小
太
鼓4

、
笛1

、
証1

で
あ 

る
〇攤

子
の
競
演
は
、
各
組
の
屋
台
が
出
逢
っ
た
時
に
、
腕
を
競
い
合
う
。
相
手
の
調
子 

を
乱
し
、
自
分
の
曲
に
引
き
入
れ
る
と
勝
ち
に
な
る
。
こ
れ
を
喧
嘩
赚
子
と
呼
ん
で
い 

る
。
各
組
と
も
腕
の
良
い
者
と
交
替
し
て
、
懸
命
に
離
し
あ
っ
た
。

山
王
町
の
囉
子
は
、
伊
勢
崎
地
域
の
中
心
的
な_

子
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
囉
子 

は
、
明
治
十
五
年
頃
に
馬
見
塚
か
ら
習
得
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
世
良
田
の 

祇
園
祭
礼
に
は
囉
子
方
と
し
て
招
か
れ
た
と
い
う
。

演
奏
曲
目
は
、
「
さ
ん
て
こ
」
、
「
こ
ろ
が
し
」
、
「
し
よ
う
で
ん
」
、
「
お
う
ま
」
、
「神
田 

丸
」
、
「鎌
倉
」
、
「山
王
道
は
や
し
」
等
で
あ
り
、
使
用
す
る
楽
器
は
、
大
太
鼓1

、
小 

太
鼓3

、
笛1

、
鼓4

、
鉦2

〜3

で
あ
る
。
な
お
、
曲
目
は
、
こ
こ
か
ら
他
所
へ
伝 

授
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

四

渋

川

市

渋
川
の
祇
園_

子
に
っ
い
て
は
、
『渋
川
の
祇
園
と
郷
土
芸
能
と
祭
礼
行
事
記
』(
宮 

川
俊
雄
著)

に
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
渋
川
の
祇
園_

子
は
、
江 

戸
時
代
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
、
同
市
周
辺
の
地
域
か
ら
伝
承
さ
れ
た
も
の
と
い
わ 

れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
祇
園
雛
子
の
笛
吹
き
を
勢
多
郡
富
士
見
村
横
室
を
中
心
と
し
て
依
頼
し
て 

い
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
渋
川
祇
園
と
富
士
見
村
横
室
と
の
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
 

昭
和
年
間
ま
で
及
ん
で
い
た
。

演
奏
曲
目
は
、
「吉
原
神
田
」
、
「し
よ
う
で
ん
」
、
「よ
か
ぐ
ら
」
、
「
き
り
ん
」
、
「
か
ご
ま
る
」
、
 

等
で
あ
り
、
使
用
す
る
楽
器
は
、
大
太
鼓1

、
小
太
鼓3

、
梅
笛1

、
鉦2

で
あ
る
。
 

五

藤

岡

市

藤
岡
市
藤
岡
で
は
、
古
く
は
、
浅
間
神
社(

七
月
十
四
日)

、
諏
訪
神
社(

七
月
十
六
日)

、
 

祇

園
(

七
月
十
九
日)

、
道

祖

神(

一
月
十
四
日)

等
に
屋
台
を
出
し
囉
子
を
行
っ
た
。
 

昭
和
四
十
八
年
頃
か
ら
は
、
七
月
二
十
日
だ
け
に
屋
台
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
現 

在
、
屋
台
は
笛
木
通
り
に
五
台(

大
戸
町.

一
 

丁

目.

二
丁
目.

三
丁
目.

四
丁
目
、
 

諏
訪
神
社
境
内
屋
台
倉
収
納)

、
動
堂
通
り
に
八
台(

五
丁
目.

六
丁
目.

七
丁
目.

仲 

町
.

鷹
匠
町.

古
桜
町.

緑

町•

宮
本
町
、
富
士
浅
間
神
社
境
内
屋
台
食
収
納)

合
計 

で
十
三
台
の
屋
台
が
引
き
出
さ
れ
る
。

演
奏
曲
目
は
、
「
さ
ん
て
こ
」
、
「切
替
」
、
「
屋
台
は
や
し
」
、
「
四
丁
目
」
、
「
か
ご
ま
る
」
、
 

「
通
り
ば
や
し
」
、
「
鎌
食
」
、
「
お
お
ま
」
、
「
し
よ
う
で
ん
」
、
「
お
お
ば
こ
」
等
で
あ 

り
、
使
用
す
る
楽
器
は
、
大
太
鼓1

、
小
太
鼓3

、
笛2

、
鉦1

で
あ
る
。

曲
は
笛
木
通
り
は
佐
波
郡
境
町
小
此
木
か
ら
、
ま
た
、
動
堂
通
り
は
高
崎
市
阿
久
津, 

か
ら
伝
習
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

六

鬼

石

町

鬼
石
町
の
八
坂
神
社
で
は
、毎
年
七
月
十
四
日
、
十
五
日
に
祇
園
祭
り
が
行
わ
れ
る
。



こ
の
祭
り
に
は
、
五
町
内
か
ら
一
台
づ
つ
、
合
計
五
台
の
屋
台
が
引
き
出
さ
れ
る
。
 

最
古
の
屋
台
は
、
明
治
二
十
一
年
の
本
町
の
屋
台
で
、
そ
の
後
、
大
正
時
代
ま
で 

に
五
台
の
屋
台
が
完
成
し
た
。

演
奏
さ
れ
る
曲
は
、
各
町
内
ご
と
に
二
十
種
類
ほ
ど
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
前 

橋
な
ど
他
地
区
の_

子
の
流
れ
を
く
ん
だ
も
の
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。

演
奏
曲
目
は
「
さ
ん
て
こ
」
、
「
天
狗
」
、
「火
男
」
、
「
か
ご
ま
る
」
、
「山
か
べ
」
ヽ
 

「祭
り
ば
や
し
」
、
「屋
台
ば
や
し
」
等
で
あ
り
、
使
用
す
る
楽
器
は
、
大
太
鼓1

、
 

小
太
鼓3

、
笛1

、
鉦1

で
あ
る
。

こ
の
ぅ
ち
、
鬼
石
の
特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
の
は
「
屋
台
ば
や
し
」
で
あ
る
。
 

こ
れ
は
一
般
的
な
「
屋
台_

子
」
と
は
異
な
り
〇
特
別
に
「
屋
台
ば
や
し
」
と
名 

付
け
ら
れ
た
特
別
な
曲
で
あ
る
。

參
考
文
献

『渋
川
の
祇
園
と
郷
土
芸
能
と
祭
礼
行
事
記
』

宮

川

俊

雄

著
 

『群
馬
の
祇
園
信
仰
と
そ
の
祭
り
』
 

金

子
 

緯
一
郎 

著 

『群
馬
県
史
民
俗
編
』



境町大字栄(旧世良田村大字境) 尾島町世良田祇園祭り

境町(街十字路、引き合わせ競演) 尾島町世良田祇園祭り

境町東町 尾島町世良田祇園祭り



沼田市鍛冶町 境町大字栄(旧世良田村大字栄)

藤岡市鷹匠町 境町大字東子供屋台

中之条町田町 玉村町



二 

県
内
各
地
の
祇
園
噤
子

2
 

前
橋
市 

東
片
貝
町
の
祇
園
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

東
片
貝
町
自
治
会

二

所

在

地
前
橋
市
東
片
貝
町
六
六

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八
月
第
一
日
曜
日

東
片
貝
町
子
供
広
場

四
伝
承
及
び
沿
革

京
都
の
八
坂
神
社
か
ら
伝
承
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

祇
園_

子
.

キ
リ
ン
囉
子,

バ
カ
ッ
パ
ヤ
シ,

お
別
れ
太
鼓 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦

二.

笛

一

七

伝

習

方

法

夏
休
み
を
利
用
し
て
子
供
た
ち
に_

子
を
教
え
て
い
る
。
 

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ブ

ト
な
し
。

3

前
橋
市 

駒
形
町
琴
平
神
社
の
祇
園_

子

一
 

伝
承
団
体
名

若
獅
子
会

ー
ー
所
在
地

前
橋
市
駒
形
町
ー
ー
四1

ーー

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
第
四
土
曜
日.

日
曜
日

前
橋
市
駒
形
町
上
町

四
伝
承
及
び
沿
革

疫
病
退
散.

悪
魔
退
治

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ•

コ
ロ
ガ
シ.

カ
ゴ
マ
ル 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
ー 

ー.

笛
一 

七

伝

習

方

法

七
月
上
旬
〜
下
旬(
祭
り
の
前
日
ま
で
。) 

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



4

前
橋
市 

青
柳
町
の
祇
園
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

青
柳
町
祇
園
囉
子
愛
好
会

ー
ー
所
在
地

前
橋
市
青
柳
町
五
三
ー
ー

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八
月
第
ー 

ー
土
曜
日.

日
曜
日

啻
柳
町
一
円

四
伝
承
及
び
沿
革

青
柳
の
根
っ
こ
祇
園
と
い
わ
れ
、
明
治
末
期
に
荷
車
を
ー
ー
台
組
み
山
車 

を
作
り
、
桑
の
木
を
用
い
て
「根
っ
こ
だ
」
と
い
い
な
が
ら
引
き
歩
い
た
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

打

込.

サ
ン
テ
コ.

切
上
げ•

な
ら
し•

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
二
〜
三.

笛
一

七

伝

習

方

法

毎
週
一
回
〇
祭
り
前
七
日
間
は
子
供
の
練
習
日
〇

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
な
し
。

7

前
橋
市
住
吉
町
一
丁
目
の
雛
子

一
 

伝
承
団
体
名

住
吉
町
一 

丁
目
お
は
や
し
保
存
会

二

所

在

地
前
橋
市
住
吉
町
一 

丁
目
一
八1

一
〇

三
上
演
期
日
及
び
場
所

十
月
の
第
三
土
曜
日•

日
曜
日
の
前
橋
祭
り

前
橋
市
住
吉
町
一
丁
目
の
町
内
巡
行

四
伝
承
及
び
沿
革

昭
和
四
十
六
年
、
青
柳
流
笛
の
名
手
小
池
末
吉
氏
の
指
導
で
、
住
吉
赚
子 

が
始
ま
っ
た
。
太
鼓
と
攤
子
は
小
池
氏
の
弟
子
の
時
沢
福
次
氏
が
指
導
す
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

青
柳
流
住
吉
囉
子(

サ
ン
テ
コ)

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦

二.

笛
一

七

伝

習

方

法

3

月
〜
十
月
ま
で
毎
月
第
二
月
曜
日
。

八

衣

装な
し
。

九

ジ

ゴ

ト
な
し
。



8

前
橋
市
住
吉
町
一
亍
目
の®I

子

一
 

伝
承
団
体
名

愛
宕
神
社
の
祇
園
攤
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

前
橋
市
住
吉
町
ー
ー 
丁
目
ー
ー
ー
三

三
上
演
期
日
及
び
場
所

十
月
第
三
土
曜
日•

日
曜
日
の
前
橋
祭
り

前
橋
市
住
吉
町
ー
ー 
丁
目
の
町
内
巡
行.

前
橋
市
中
心
部
巡
行

四
伝
承
及
び
沿
革

愛
宕
神
社
の
秋
祭
り
を
前
橋
祭
り
に
合
わ
せ
て
昭
和
四
十
八
年
に
子
供
囉 

子
が
始
ま
っ
た
。
昭
和
六
十
年
に
本
格
的
な
屋
台
を
造
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

住
吉
町
独
自
の
サ
ン
テ
コ(

上
州
系_

子)

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一 
•

小
太
鼓
三.

鉦
ー 

ー.

笛
ー
ー

七

伝

習

方

法

毎
年
五.

六
年
生
は
ー
ー 

ー
時
間
の
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏
、
着
物
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
〇

9

前
橋
市
上
泉
町
の
祇
園_

子

一
 

伝
承
団
体
名

上
泉
祇
園
唯
子
保
存
会

二

所

在

地
前
橋
市
上
泉
町
一
三
八
〇
八1

四

三
上
演
期
日
及
び
場
所

諏
訪
神
社
の
祭
典
日(

三
年
毎)

諏
訪
神
社.

上
泉
町
内
巡
行

四
伝
承
及
び
沿
革

明
治
の
初
期
に
伊
勢
崎
市
波
志
江
か
ら
攤
子
が
伝
ぇ
ら
れ
た
。
笛
は
太
い 

梅
笛
で
ぁ
る
。
現
在
は
六
組
の
囉
子
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ•

キ
リ
ン
囉
子.

シ
チ
ョ
メ

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦

二.

笛
一

七

伝

習

方

法

祭
り
の
十
日
前
か
ら
練
習
を
開
始
。

八

衣

装祭
り
半
纏
〇

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



12
前
橋
市 

新
前
橋
の
祭
り
ば
や
し

一
 

伝
承
団
体
名

新
前
橋
祭
り
ば
や
し
保
存
会(

上
州
系
囉
子.

秩
父
屋
台
囉
子)

二

所

在

地
前
橋
市
新
前
橋
町
ー
ー
ニ
七

三
上
演
期
日
及
び
場
所

十
月
第
三
土
曜
日.

日
曜
日
の
前
橋
祭
り

前
橋
市
紅
雲
町
一 

丁
目
の
町
内
巡
行.

前
橋
市
中
心
部
巡
行

四
伝
承
及
び
沿
革

前
橋
市
東
片
貝
町
に
伝
わ
る
祇
園_

子
を
伝
承
し
、
現
在
に
至
る
。
前
橋

祭
り
參
加
を
目
的
と
す
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ.

ヒ
チ
ョ
ウ
メ.

キ
リ
ン
赚
子

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一 
•

小
太
鼓
三•

証

二•

篠
笛
二.

調
子
二

七

伝

習

方

法

毎
年
祭
り
ー
ケ
月
前
か
ら
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
な
し
。

14
前
橋
市
若
宮
町
一
丁
目
の
離
子

一
 

伝
承
団
体
名

若
宮
町
一
丁
目
の
祇
園
囉
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

前
橋
市
若
宮
町
ー
ー
八1

一
四

三
上
演
期
日
及
び
場
所

十
月
の
第
三
土
曜
日.

日
曜
日
の
前
橋
祭
り

前
橋
市
若
宮
町
一
丁
目
の
町
内
巡
行

四
伝
承
及
び
沿
革

前
橋
祭
り
に
參
加
す
る
た
め
、
先
生
を
招
い
て
練
習
を
行
っ
た
。
現
在
で 

は
生
徒
の
な
か
で
、
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
者
が
出
て
い
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ.

武

州

攤

子(
ブ
シ
ユ
ウ
バ
ヤ
シ)

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鈕

二.

笛
五

七

伝

習

方

法

八
月
か
ら
十
月
ま
で
週
二
回
練
習
。

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
ぁ
り
。



15
前
橋
市
紅
雲
町
の
祇
園
雛
子

一
 

伝
承
団
体
名

紅
雲
町
一
丁
目
祇
園
攤
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

前
橋
市
紅
雲
町
一
丄
二
丄
〇

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八
月
第
一
日
曜
日(

八
坂
神
社
祭
日)

前
橋
市
新
前
橋
町
内
巡
行

四
伝
承
及
び
沿
革

昭
和
五
十
七
年
に
山
車
を
作
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
藤
岡
市
か
ら
新 

前
橋
に
移
っ
た
宮
内
博
久
氏
か
ら
子
供
た
ち
に
伝
え
ら
れ
た
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ.

通
り
ば
や
し.

カ
ゴ
マ
ル.

新
前
橋
ば
や
し

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一
〜
二.

小
太
鼓
三
〜
六•

鉦
二.

笛
十
〜
二
十

七
伝
習
方
法

毎
年
祭
り
ニ
ヶ
月
前
か
ら
週
三
日
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏
、
は
ち
ま
き
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

16
前
橋
市 

日
吉
町
ー
ー
丁
目
の
祇
園
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

日
吉
町
ー
ー 
丁
目
祇
園
囉
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

前
橋
市
日
吉
町
ー
ー
ー
六1

ーーー

三
上
演
期
日
及
び
場
所

十
月
の
第
三
土
曜
日.

日
曜
日
の
前
橋
祭
り

前
橋
市
日
吉
町
ー
ー 
丁
目
の
町
内
巡
行•

前
橋
市
中
心
部
巡
行

四
伝
承
及
び
沿
革

前
橋
祭
り
に
參
加
す
る
た
め
、
平
成
ー
ー
年
か
ら
練
習
が
始
ま
っ
た
。
南
橘 

村
青
柳
の
祇
園
赚
子
が
渋
川
に
伝
わ
り
、
そ
れ
を
元
に
日
吉
町
に
伝
わ
っ
た
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

日
吉
町
ー
ー 
丁
目
祇
園
囉
子

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
一T

笛
三

七
伝
習
方
法

七
月
か
ら
十
月
ま
で
週
三
回
練
習
。

八

衣

装祭
り
半
纏
、
ド
ン
ブ
リ
、
タ
ビ
、
股
引
、
タ
ス
キ
。

九

ジ

ゴ

ト
ぁ
り
。



前橋市紅雲町二丁目前橋市大手町二丁目

刖橋市紅雲町一丁目前橋市大手町一丁目

前橋市日吉町二丁目 前橋市住吉町一丁目



18
高
崎
市 

秀
山
流
花
車
ば
や
し

- 

伝
承
団
体
名

秀
山
流
花
車
ば
や
し
保
存
会

二

所

在

地
高
崎
市
八
千
代
町
ー
ー
ニ
ー

ー
六

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八

月
(
高
崎
ま
つ
り)

高
崎
市
市
街
地

四

伝

承

及

び

沿

革

昭
和
二
十
九
年
頃
に
初
代
金
井
秀
山
氏
か
ら
伝
授
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
。
 

昭
和
五
十
五
年
に
各
町
内
に
い
る
弟
子
た
ち
に
ょ
っ
て
保
存
会
が
発
足
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

四
丁
目_

子
•

神
田
囉
子•

花
車_

子
.

大
間
囉
子•
サ
ン
テ
コ_

子
等 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一 
•

キ
ン
太
鼓
一 
•

鉦
一 
•

笛
数
人

七

伝

習

方

法

毎
月
第
一•

ー
ー
月
曜
日
に
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装秀
山
流
の
半
纏
、
股
引
、
パ
ッ
チ
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
〇

19
高
崎
市 

長
谷
川
流
山
車
ば
や
し

一
 

伝
承
団
体
名

高
崎
山
車
ば
や
し
保
存
会

二

所

在

地
高
崎
市
九
蔵
町
六
六

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八

月
(
高
崎
ま
つ
り)

高
崎
市
市
街
地

四

伝

承

及

び

沿

革

京
都
六
供
も
し
く
は
江
戸
戸
田
か
ら
の
伝
承
と
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十 

一
 

年
に
高
崎
山
車
ば
や
し
保
存
会
を
発
足
さ
せ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

山
車
攤
子.

神
田
丸.

鎌
食•

四
丁
目.

雨
だ
れ.

梅
が
い.

梅
が
い
等 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

キ
ン
太
鼓
二•

鉦

一.

笛
一

七

伝

習

方

法

毎
月
第
一.

三
火
曜
日
に
練
習
を
行
ぅ
〇

八

衣

装
祭
り
半
纏
、
手
拭
い
、
半
て
こ
、
腰
ひ
も
。

九

ジ

ゴ

トあ
り
。



21
伊
勢
崎
市 

大
手
町
三
区
の
屋
台_

子

一
 

伝
承
団
体
名

大
手
町
ー
ニ
区
屋
台
雛
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

伊
勢
崎
市
大
手
町
一
五1

一
〇

三
±

演
期
日
及
び
場
所

八

月(

い
せ
さ
き
祭
り)

区
会
館
前
及
び
お
祭
り
広
場

四
伝
承
及
び
沿
革

昭
和
四
十
五
年
の
屋
台
竣
工
に
ょ
り
、
祇
園_

子
を
始
め
る
。
以
来
区
育 

成
会
を
中
心
に
一
般
の
者
も
参
加
し
て
、
今
日
に
至
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

上
州
囉
子(

サ
ン
テn

)

等

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一 
•

小
太
鼓
三.

鉦
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

い
せ
さ
き
祭
り
の
二
週
間
前
か
ら
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装着
物
、
法
被
。

九

ジ

ゴ

ト
な
し
。

22
伊
勢
崎
市 

大
手
町
四
区
の
屋
台
雛
子

- 

伝
承
団
体
名

大
手
町
四
区
屋
台
囉
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

伊
勢
崎
市
大
手
町
ー
ー
四1

一
六

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八

月(

い
せ
さ
き
祭
り)

町
内
及
び
お
祭
り
広
場

四
伝
承
及
び
沿
革

屋
台
が
で
き
て
、
百
余
年
た
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
せ
さ
き
祭
り
に
參 

加
し
て
い
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テn

等

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三•

鉦
二•

笛
二

七
伝
習
方
法

い
せ
さ
き
祭
り
の
二
週
間
前
か
ら
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装着
物
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



23
伊
勢
崎
市
寿
町
の
お
は
や
し

一
 

伝
承
団
体
名

寿
町
お
は
や
し
保
存
会

二
所
在

地
伊
勢
崎
市
寿
町
一
九
九1

五

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八

月(

い
せ
さ
き
祭
り)
.

寿
町
内
祭
り

い
せ
さ
き
祭
り
広
場.

寿
町
内

四
伝
承
及
び
沿
革

町
内
に
お
赚
子
の
で
き
る
人
が
い
て
、
保
存
会
を
結
成
す
る
こ
と
と
な
り 

平
成
四
年
に
結
成
さ
れ
た
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ•

コ
ロ
ガ
シ

六 

使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
一.

鉦
二.

笛
十.

ッ
ヶ
五

七
伝
習
方
法

毎
年
七
月
か
ら
週
二
回
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
な
し
。

27
伊
勢
崎
市 

緑
町
の
屋
台
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

緑
町
区
御
屋
台
赚
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

伊
勢
崎
市
緑
町
一
八1

ー
ー
〇

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八

月(

い
せ
さ
き
祭
り)

緑
町
地
区•

三
光
町
地
区•

本
町
地
区

四
伝
承
及
び
沿
革

昭
和
三
十
五
年
に
茂
呂
町
一 

丁
目
青
年
会
有
志
か
ら
伝
授
さ
れ
る
。
そ
の 

後
道
具
を
購
入
し
、
町
内
の
祭
り
等
に
参
加
を
す
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ•

コ
ロ
ガ
シ

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
二

七
伝
習
方
法

い
せ
さ
き
祭
り
の
二
週
間
前
か
ら
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装着
物
。

九

ジ

ゴ

ト
な
し
。



29
伊
勢
崎
市 

三
和
町
曙
区
の
屋
台
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

曙
屋
台
赚
子
保
存
会

二

所

在

地
伊
勢
崎
市
三
和
町
ニ
ー
八
〇 

/

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八

月
(

い
せ
さ
き
祭
り)
•

寿
町
内
祭
り

い
せ
さ
き
祭
り
広
場

四

伝

承

及

び

沿

革

_

子
の
伝
承
時
期
は
不
詳
。
屋
台
は
伊
勢
崎
藩
の
薦
め
で
造
ら
れ
た
と
い 

わ
れ
る
。
現
在
の
屋
台
は
明
治
初
期
の
作
で
彫
刻
は
弥
勒
寺
音
八
作
の
伝
承
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ•

神
田
囉
子.

夜

神

楽•

ヒ
ト
ッ
ト
セ

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦

二•

笛
一

七

伝

習

方

法

毎
年
七
月
か
ら
週
二
回
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装着
物
、
法
被
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
〇

30
伊
勢
崎
市 

三
和
町
堤
区
の
屋
台
喔
子
町

一
 

伝
承
団
体
名

堤
屋
台
囉
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

伊
勢
崎
市
三
和
町
一
八
八
一

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八

月
(

い
せ
さ
き
祭
り)

町

内.

上
樹
神
社
及
び
い
せ
さ
き
祭
り
広
場

四

伝

承

及

び

沿

革

明
治
時
代
に
屋
台
が
作
ら
れ
赚
子
が
始
ま
っ
た
。干
ば
つ
時
は
雨
ご
い
屋 

ム
ロ
と
し
て
磯
子
を
演
奏
し
た
。
昭
和
六
十
年
に
保
存
会
が
結
成
さ
れ
た
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦

二.

笛
一

七

伝

習

方

法

い
せ
さ
き
祭
り
の
二
十
日
前
か
ら
練
習
を
行
ぅ
。
 

八

衣

装祭
り
半
纏
、
帯
び
、

ハ
チ
マ
キ

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



31
伊
勢
崎
市 

本
関
町
の
屋
台
唯
子

一
 

伝
承
団
体
名

本
関
町
郷
土
芸
能
保
存
会

ー
ー
所
在
地

伊
勢
崎
市
本
関
町
ー
ー
ー 

ー
九
五1

ーー

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八

月(

い
せ
さ
き
祭
り)
.

町
内
観
音
様
の
縁
日(

七
月
一
九
日) 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場

四
伝
承
及
び
沿
革

干
ば
つ
時
の
雨
ご
い
の
祈
願
、
収
穫
の
感
謝
祭
等
に_

子
を
演
奏
し
た
。
 

現
在
で
は
、
子
供
育
成
会
等
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

神
田
赚
子.

上
州
流_

子
(

サ
ン
テn

)

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
二•

笛
一

七
伝
習
方
法

毎
年
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏
、
着
物
。

九

ジ

ゴ

ト
ぁ
り
。

32
伊
勢
崎
市 

鹿
島
町
植
木
区
の
屋
台
囉
子,

一

伝
承
団
体
名

植
木
屋
台
囉
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

伊
勢
崎
市
鹿
島
町
一
五
五

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八

月(

い
せ
さ
き
祭
り)

上
樹
神
社
の
祭
典

植
木
公
民
館.

上
樹
神
社.

本
町
地
区•

い
せ
さ
き
祭
り
広
場

四
伝
承
及
び
沿
革

干
ば
つ
時
に
神
社
に
屋
台
を
ひ
い
て_

子
を
演
奏
し
て
、
雨
ご
い
の
祈
願 

を
行
っ
た
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ
雛
子.

小
昇
殿.

大
昇
殿.

神
田_

子.

夜
神
楽

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

い
せ
さ
き
祭
り
前
の
七
月
ニ
ー
日
か
ら
八
月
五
日
ま
で
練
習
を
行
ぅ
。
 

八

衣

装祭
り
半
纏
、
着
物
。

九

ジ

ゴ

ト
ぁ
り
。



33
伊
勢
崎
市 

鹿
島
町
中
下
区
の
屋
台
攤
子

一
 

伝
承
団
体
名

中
下
町
屋
台
ば
や
し
保
存
会

ー
ー
所
在
地

伊
勢
崎
市
鹿
島
町
ー
ー
九
七 

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八

月(

い
せ
さ
き
祭
り)

上
樹
神
社
の
祭
典

上
樹
神
社.

い
せ
さ
き
祭
り
広
場

四
伝
承
及
び
沿
革

昭
和
初
期
ま
で
青
年
の
娯
楽
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
現
在
は
保
存
会
を 

結
成
し
て
伝
承
し
て
い
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ•

玉
コ
ロ
ガ
シ•

後
シ
ョ
ウ
デ
ン•

神
田
囉
子

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

い
せ
さ
き
祭
り
の
二
週
間
前
か
ら
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏
、
着
物
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

34
伊
勢
崎
市 

上
植
木
本
町
の
屋
台
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

上
植
木
本
町
文
化
保
存
会

ー
ー
所
在
地

伊
勢
崎
市
上
植
木
本
町
ー
ー
五
〇
四

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八

月(

い
せ
さ
き
祭
り)
.

十
月
十
七
日

上
樹
神
社.

い
せ
さ
き
祭
り
広
場

四
伝
承
及
び
沿
革

由
来
は
不
詳
。
笛
が
途
絶
え
て
し
ま
い
、
山
王
町
か
ら
笛
の
指
導
を
受
け 

た
。
現
在
の
笛
は
当
初
の
も
の
と
は
違
ぅ
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テn

 
•

サ
ン
テ
コ
ク
ズ
シ

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四•

鉦
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

い
せ
さ
き
祭
り
前
の
七
月
二
五
日
か
ら
八
月
初
旬
ま
で
練
習
を
行
ぅ
。
 

八

衣

装祭
り
半
纏
、
着
物
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



35
伊
勢
崎
市 

茂
呂
の
屋
台
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

山
車
保
存
会

二

所

在

地
伊
勢
崎
市
茂
呂
町
五
七
〇1

1

三
上
演
期
日
及
び
場
所

不
定
期

区
会
議
所
広
場

四
伝
承
及
び
沿
革

山
車
は
嘉
永
六
年
の
製
作
で
、
百
姓
た
ち
が
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
費
用
を 

出
し
合
っ
た
。
保
存
会
に
ょ
り
囉
子
の
継
承•

伝
承
が
な
さ
れ
て
い
る
〇 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

上
州_

子
(

サ
ン
テ
コ)
.

神
田
攤
子

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
三.

笛
一

七
伝
習
方
法

小
中
学
生
を
対
象
に
不
定
期
に
練
習
日
を
設
け
て
練
習
を
行
ぅ
。
 

八

衣

装祭
り
半
纏
〇

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

36
伊
勢
崎
市 

茂
呂
町
ー
ー
丁
目
の
屋
台
唯
子,

一
 

伝
承
団
体
名

郷
土
芸
能
保
存
会

ー
ー
所
在
地

伊
勢
崎
市
茂
呂
町
ー
ー 
丁
目
七
〇
〇

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
〜
八
月

市
街
地.

茂
呂
地
区.

町
内
の
祭
り

四
伝
承
及
び
沿
革

由
来
は
不
詳
。
埼
玉
県
中
瀬
、
尾
島
町
世
良
田
の
祭
り
等
に
出
演
し
て
、
 

戦
後
復
活
さ
れ
た
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

上
州
攤
子(

サ
ン
テ
コ)
.

武
州
赚
子

•  

n

 

ロ
ガ
シ

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
一.

付
太
鼓
三.

鉦
ー 

ー.

笛
一

七
伝
習
方
法

六
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
ま
で
小
中
学
生
中
心
に
練
習
を
行
ぅ
。
 

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
な
し
。



37
伊
勢
崎
市 

美
茂
呂
町
の
屋
台_

子

一
 

伝
承
団
体
名

美
茂
呂
町
喔
子
保
存
会

二
所
在
地

伊
勢
崎
市
美
茂
呂
町
三
〇
二
七1

ニ 

ノ.

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日

美
茂
呂
町
水
天
宮

四
伝
承
及
び
沿
革

嘉
永
四
年
頃
か
ら_

子
は
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
世
良
田
の
祇
園 

祭
り
に
は
屋
台_

子
が
応
援
出
演
を
し
た
。
分
村
合
併
に
ょ
り
中
断
し
た
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ•

神
田
丸•

切
り
替•

コ
ロ
ガ
シ•

小
聖
殿•

大
問
聖
殿 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

七
月
か
ら
ー
ヶ
月
間
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏
。

ヵ 

ジ
ゴ
ト

あ
り
。

38
伊
勢
崎
市 

茂
町
の
屋
台
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

茂
町
屋
台
ば
や
し
保
存
会

二
所
在

地
伊
勢
崎
市
山
王
町
一
三
九
七1

一

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
下
旬$
8

月
上
旬

伊
勢
崎
市
本
町.

茂
呂
公
民
館

四
伝
承
及
び
沿
革

由
来
は
不
詳
。
昭
和
三
十
二
年
に
途
絶
ぇ
て
し
ま
っ
た
が
、
昭
和
六
十
二 

年
に
復
活
さ
れ
た
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ.

武
州
囉
子

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
三.

笛
一

七
伝
習
方
法

不
定
期
。

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
な
し
。



40
伊
勢
崎
市 

波
志
江
町
宿
組
の
屋
台_

子

- 

伝
承
団
体
名

宿
組
屋
台
攤
子
保
存
会

二
所
在
地

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
三
六
六
七

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八

月(

い
せ
さ
き
祭
り)
.

納
涼
祭.

秋
の
神
社
祭
典

い
せ
さ
き
祭
り
広
場.

宿
組
内

四
伝
承
及
び
沿
革

伝
承
で
は
、
米
の
豊
作
の
年
に
神
社
総
代
の
議
決
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
た
。
 

不
作
の
年
は
小
灯
ろ
ぅ
を
使
用
し
た
。
屋
台
を
大
灯
ろ
ぅ
と
呼
ん
で
い
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ•

シ
ョ
ウ
デ
ン•

オ
ー
マ•

神
田
赚
子

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
二.

笛
一.

鼓

一
(
現
在
は
使
用
し
な
い) 

七
伝
習
方
法

夏
休
み
を
利
用
し
て
子
供
た
ち
が
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

八

衣

装祭
り
半
纏
、

ハ
チ
マ
キ
、
着
物
、
草
履
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

42
伊
勢
崎
市 

波
志
江
町
鍛
治
原
の
屋
台
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

鍛
治
原
屋
台
囉
子
保
存
会

二
所
在

地
伊
勢
崎
市
波
志
江
町
四
二
七
ニ
ー

ー

二
上
演
期
日
及
び
場
所

十
月
一
七
日(
愛
宕
神
社
秋
祭)

愛
宕
神
社
境
内

四
伝
承
及
び
沿
革

伝
承
で
は
、
日
光
東
照
宮
造
営
の
宮
大
工
が
帰
路
の
途
中
で
屋
台
を
製 

作
し
た
と
い
ぅ
。
囉
子
は
京
都
か
ら
伝
承
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ
雛
子

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大

太

鼓
.

小

太

鼓
.

鉦

七
伝
習
方
法

不
定
期
。

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
な
し
。



43
伊
勢
崎
市 

波
志
江
町
一 

丁
目
稲
岡
地
区
内
の
屋
台_

子

一
 

伝
承
団
体
名

稲
間
屋
台
囉
子
保
存
会

二
所
在
地

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
四
三
五
三

三
上
演
期
日
及
び
場
所

十
月

一

七

日
(
愛
宕
神
社
秋
祭)

愛
宕
神
社
境
内

四
伝
承
及
び
沿
革

伝
承
で
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
屋
台
が
製
作
さ
れ
た
と
い
ぅ
。
干
ば
っ 

時
雨
ご
い
と
し
て
囉
子
が
演
奏
さ
れ
た
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ•

神
田•

シ
ョ
ウ
テ
ン•

オ
ウ
マ

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
二.

笛
二.

鼓
一

七
伝
習
方
法

夏
休
み
を
利
用
し
て
子
供
た
ち
が
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

八

衣

装 

-

祭
り
半
纏
、

ハ
チ
マ
キ
、
タ
ス
キ
。

九

ジ

ゴ

ト
な
し
。

44
伊
勢
崎
市 

波
志
江
町
二
丁
目
岡
屋
敷
組
の
屋
台
囉
子

- 

伝
承
団
体
名

岡
屋
敷
組
屋
台
赚
子
保
存
会

二
所
在

地
伊
勢
崎
市
波
志
江
町
二
八
ー
ー
四

三
上
演
期
日
及
び
場
所

十
月
一
七
日(
愛
宕
神
社
秋
祭)

愛
宕
神
社
境
内

四
伝
承
及
び
沿
革

屋
台
は
文
化
年
間
の
作
と
い
わ
れ
る
。
波
志
江
に
は
十
台
の
屋
台
が
ぁ 

る
。
波
志
江
祇
園
祭
り
は
伝
統
的
な
祭
り
で
五
穀
豊
穣
に
奉
納
さ
れ
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

1
6

曲
。
サ
ン
テ
コ
囉
子•

神
田
囉
子•

オ
ー
マ.

カ
ッ
コ
ー
等
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

夏
休
み
を
利
用
し
て
子
供
た
ち
が
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

八

衣

装着
物
、

ハ
チ
マ
キ
、
ジ
ュ
バ
ン
、
帯
、
タ
ス
キ
、
タ
ビ
、
草
履
。
 

九

ジ

ゴ

ト
ぁ
り
。



45
伊
勢
崎
市 

波
志
江
町
ー
ー 
丁
目
中
屋
敷
の
屋
台_

子

- 

伝
承
団
体
名

中
屋
敷
屋
台
囉
子
保
存
会

二
所
在
地

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
ー
ー
六
一
五

三
上
演
期
日
及
び
場
所

十
月
一
七
日(
愛
宕
神
社
秋
祭)

愛
宕
神
社
境
内

四
伝
承
及
び
沿
革

不
詳

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

夏
休
み
を
利
用
し
て
子
供
た
ち
が
練
習
を
行
っ
て
い
る
。
 

八

衣

装な
し
〇

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

47
伊
勢
崎
市 

波
志
江
町
中
野
面
の
屋
台
攤
子

一
 

伝
承
団
体
名 

中
野
面
屋
台
屋
台
攤
子
保
存
会

二

所

在

地
伊
勢
崎
市
波
志
江
町
六
四
ー
ー

ー

三
上
演
期
日
及
び
場
所

十
月
一
七
日(
愛
宕
神
社
秋
祭)
.

い
せ
さ
き
祭
り

愛
宕
神
社
境
内.

伊
勢
崎
商
店
街

四
伝
承
及
び
沿
革

古
来
は
九
月
二
四
日
に
波
志
江
祇
園
と
し
て
愛
宕
神
社
境
内
で
上
演
。
 

波
志
江
町
屋
台
屋
台
雛
子
連
絡
協
議
会
を
昭
和
五
五
年
に
結
成
し
た
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ
囉
子.

中
野
面
ク
ズ
シ.

昇
殿
囉
子,

オ
ー
マ.

神
田
離
子 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

夏
休
み
を
利
用
し
て
子
供
た
ち
が
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

八

衣

装祭
り
半
纏
、
タ
ス
キ
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
〇



48
伊
勢
崎
市 

波
志
江
町
大
鍋
の
屋
台
囉
子

- 

伝
承
団
体
名

大
鍋
屋
台_

子
保
存
会

二
所
在

地
伊
勢
崎
市
波
志
江
町
三
丁
目
ニ
ー
ー
ー
八

三
上
演
期
日
及
び
場
所

三
郷
小
学
校
校
庭.

伊
勢
崎
市
街
地

四
伝
承
及
び
沿
革

五
穀
豊
穣
と
住
民
の
安
泰
等
の
祈
願
で
屋
台
を
愛
宕
神
社
に
奉
納
し
た 

と
い
わ
れ
る
。
屋
台
の
製
作
年
代
は
不
詳
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ_

子
•

シ3

ウ
デ
ン
皤
子•

キ
リ
ン_

子
•

オ
ー
マ
囉
子
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

夏
休
み
を
利
用
し
て
子
供
た
ち
が
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

49
伊
勢
崎
市
波
志
江
町
下
波
志
江
の
屋
台
囉
子

- 

伝
承
団
体
名

下
波
志
江
屋
台
囉
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
ー
ー
ー
〇
七1

一

三
上
演
期
日
及
び
場
所

三
郷
小
学
校
校
庭.

伊
勢
崎
市
街
地

四
伝
承
及
び
沿
革

五
穀
豊
穣
と
住
民
の
安
泰
等
の
祈
願
で
屋
台
を
愛
宕
神
社
に
奉
納
し
た 

た
と
い
わ
れ
る
。
屋
台
の
製
作
年
代
は
不
詳
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ
囉
子.

シ
ョ
ウ
デ
ン
囉
子,

キ
リ
ン
攤
子.

オ
ー
マ_

子 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
ー 

ー.

笛
一

七
伝
習
方
法

夏
休
み
を
利
用
し
て
子
供
た
ち
が
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



50
伊
勢
崎
市 

波
志
江
町
新
宿
の
屋
台_

子

一
 

伝
承
団
体
名

新
宿
組
屋
台
屋
台
雛
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
一
四
〇
三1

一

三
上
演
期
日
及
び
場
所

十
月
一
七
日(
愛
宕
神
社
秋
祭
り)
•

い
せ
さ
き
祭
り

愛
宕
神
社
境
内.

伊
勢
崎
市
街
地

四
伝
承
及
び
沿
革

明
治
初
期
、
干
ば
つ
に
困
窮
し
た
農
民
が
雨
ご
い
と
豊
作
を
祈
願
し
て 

曦
子
を
奉
納
し
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
青
年
に
ょ
っ
て
伝
承
さ
れ
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ•

コ
ロ
ガ
シ•

キ
リ
ン•

オ
ウ
マ.

シ
ョ
ウ
デ
ン
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
第
二.

四
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。

八

衣

装祭
り
半
纏
、
タ
ス
キ
、

ハ
チ
マ
キ
、
草
履
。

九

ジ

ゴ

ト
な
し
。

52
伊
勢
崎
市 

山
王
町
の
屋
台
喔
子

一
 

伝
承
団
体
名

山
王
町
屋
台
攤
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

伊
勢
崎
市
山
王
町
四
五
七

三
上
演
期
日
及
び
場
所

世
良
田
祇
園•

い
せ
さ
き
祭
り•

鬼
子
母
神
祭
り

世
良
田.

伊
勢
崎
市
本
町•

山
王
町
本
妙
寺
境
内

四
伝
承
及
び
沿
革

地
域
住
民
の
心
の
安
ら
ぎ
と
し
て
、
明
治
三
年
六
月
に
発
足
し
た
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

十
二
曲
〇
サ
ン
テ
コ.

コ
ロ
ガ
シ.

昇
殿•

神
田
丸.

鎌
食.

大
間
等 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

七
種
類
。
大
胴.

ツ
ケ.

鉦
.

笛
.

鼓
(
大
小)
•

三
味
線

七
伝
習
方
法

祭
り
の
三
週
間
前
か
ら
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

八

衣

装祭
り
半
纏
、
着
物
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



53
伊
勢
崎
市 

馬
見
塚
町
の
屋
台
囉
子

- 

伝
承
団
体
名

天
神
町
屋
台
喔
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

伊
勢
崎
市
馬
見
塚
町
一
〇
八1

ーー

三
上
演
期
日
及
び
場
所

村

祭

り(

四
季
の
村
祭
り)

四
伝
承
及
び
沿
革

明
治
初
期
、
村
祭
り
や
収
穫
祭
に
演
奏
さ
れ
た
。
昭
和
八
年
頃
ょ
り
、
 

世
良
田
村
八
坂
神
社
に
招
か
れ
祇
園
離
子
を
上
演
し
た
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ
囉
子.

武
州®

子
。

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
ー 

ー.

笛
一

七
伝
習
方
法

夏
祭
り
前
に
子
供
た
ち
を
中
心
に
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏
、
着
物
、

ハ
チ
マ
キ
、
タ
ス
キ
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

54
伊
勢
崎
市
馬
見
塚
町
三
橋
の
屋
台®

子

一
 

伝
承
団
体
名

三
橋
町
伝
統
文
化
保
存
会

二

所

在

地
伊
勢
崎
市
馬
見
塚
町
五
八
一1

-

三
上
演
期
日
及
び
場
所

毎
年
七
月.

八
月
豊
受
ま
つ
り.

伊
勢
崎
ま
つ
り

旧
豊
受
小
学
校
跡.

伊
勢
崎
市
街
地

四
伝
承
及
び
沿
革

合
併
以
前
は
飯
玉
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
。
屋
台
は
安
政
二
年
の
作 

と
棟
木
に
記
さ
れ
て
い
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

鎌
倉.

昇
天.

大
間
昇
天.

武
州.

サ
ン
テ
コ
。

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
胴.

小
太
鼓.

鉦
。

七
伝
習
方
法

毎
年
五
月
か
ら
十
一
月
ま
で
週
二
回
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

八

衣

装な
し
。

九

ジ

ゴ

ト
な
し
。



55
伊
勢
崎
市 

馬
見
塚
町
中
町
の
屋
台
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

中
町
屋
台
囉
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

伊
勢
崎
市
馬
見
塚
町
八
五
九1

一

三
上
演
期
日
及
び
場
所

飯
玉
神
社(
秋
祭
り)

飯
玉
神
社
境
内
及
び
町
内

四
伝
承
及
び
沿
革

伝
承
で
は
、
屋
台
は
江
戸
時
代
末
期
に
弥
勒
寺
音
次
郎
に
ょ
っ
て
製
作 

さ
れ
た
と
い
ぅ
。
世
良
田
祇
園
祭
り
に
は
囉
子
の
依
頼
を
受
け
参
加
し
た 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ.

武
州
囉
子•

昇
殿.

大
間
昇
殿.

神
田
丸.

鎌
倉 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

育
成
会.

保
存
会
員
が
定
期
的
に
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

56
伊
勢
崎
市 

馬
見
塚
町
渕
町
の
屋
台
赚
子

一
 

伝
承
団
体
名

渕
町
屋
台
囉
子
保
存
会

二

所

在

地
伊
勢
崎
市
馬
見
塚
町
一
四
四
一

三
上
演
期
日
及
び
場
所

現
在
休
演
中

四
伝
承
及
び
沿
革

明
治
年
間
に
旧
豊
受
村
大
字
馬
見
塚
字
新
田
で
屋
台
を
作
り_

子
を
始 

め
た
。
昭
和
五
七
年
を
最
後
に
屋
台
は
出
ず
、_

子
も
休
演
し
て
い
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ.

武
州
囉
子
。

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
二.

小
太
鼓
六.

鉦
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

耳
で
聞
き
、
体
で
お
ぼ
え
る
。

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
な
し
。



前橋市大手町一丁目

伊勢崎市美茂呂町
伊勢崎市上泉町区

伊勢崎市大手町

伊勢崎市

伊勢崎市大手町

伊勢崎市



58
太
田
市
沖
之
郷
の
祇
園_

子

一

伝
承
団
体
名

沖
之
郷
祇
園
囉
子
保
存
会

二
所
在

地
太
田
市
沖
之
郷
五
二
九

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七

月

二

〇

ニ

ニ

日(
現
在
は
七
月
第
三
土.

日
曜
日)

太
田
市
沖
之
郷
地
区
内(
集
会
所
等)

四
伝
承
及
び
沿
革

無
病
息
災
を
祈
る
八
坂
神
社
の
夏
祭
り
に
奉
納
さ
れ
る
祇
園_

子
で
、
 

伝
承
で
は
三
百
年
前
か
ら
行
わ
れ
た
と
い
ぅ
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ_

子•

祇
園_

子..

昇
殿.

ヤ
ッ
シ
ャ.

鎌
倉.

ニ
ン
バ
等 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
二

七
伝
習
方
法

祭
り
前
二
週
間,
に
集
中
練
習
。
小
中
学
生.

成
人
希
望
者
に
伝
習
。

八

衣

装法
被
〇

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

59
沼
田
市
沼
田
市
の
祇
園
雛
子

一
 

伝
承
団
体
名 

-  

沼
田
祇
園
曜
子
保
存
会
連
合
会

二
所
在

地
沼
田
市
高
橋
場
町
二
〇
〇
二

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八
月
三
日
〜
五
日(
沼
田
ま
つ
り)

沼
田
市
街
地

四
伝
承
及
び
沿
革

沼
田
祇
園
祭
り
は
四
百
年
の
歴
史
が
あ
る
。_

子
は
江
戸
時
代
末
期
に 

前
橋
近
郊
か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
ぅ
。
沼
田
祇
園
雛
子
連
合
会
を
組
織
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ•

テ
ケ
テ
ッ
ト
ン•

吉
原
か
ん
ら•

籠
ま
わ
し•

麒
麟
等

六 

使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三
〜
四.

鉦
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

七
月
中
旬
か
ら
お
ぼ
え
る
。

八

衣

装祭
り
半
纏
〇

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



70
渋
川
市 

渋
川
市
の
祇
園
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

渋
川
祇
園
囉
子
保
存
会

二

所
在
地

渋
川
市
並
木
町
六
八
〇1

三

三
上
演
期
日
及
び
場
所

毎
週
金
曜
日

渋
川
市
中
央
公
民
館

四
伝
承
及
び
沿
革

伝
承
で
は
、
江
戸
時
代
の
嘉
永
年
間
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
昭
和
四 

四
年
に
保
存
会
が
発
足
し
た
。
毎
年
市
民
文
化
祭
に
参
加
し
て
い
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ•

八
幡
下
り.

か
ご
ま
る•

昇
殿.

神
田.

夜
神
楽.

き
り
ん 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
二.

梅
笛
一

七
伝
習
方
法

毎
週
金
曜
日
に
中
央
公
民
館
で
練
習
会
を
行
ぅ
。

八

衣

装な
し
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

71
藤
岡
市 

藤
岡
市
大
戸
町
の
屋
台
囉
子

- 

伝
承
団
体
名

藤
岡
市
大
戸
町

ー
ー
所
在
地

藤
岡
市
藤
岡
一
七
〇1

三

三
上
演
期
日
及
び
場
所

藤
岡
ま
つ
り(

七
月
下
旬)

藤
岡
市
街
地

四
伝
承
及
び
沿
革

埼
玉
県
児
玉
町
の
屋
台
を
九
十
年
前
に
購
入
し
、
そ
の
時
難
子
を
伝
承 

し
た
。
現
在
は
子
供
た
ち
を
中
心
に
伝
え
て
い
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

さ
ん
て
こ•

か
ご
ま
る•

通
り
ば
や
し

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
二.

笛
二
〜
三

七
伝
習
方
法

祭
り
二
週
間
前
か
ら
子
育
連
役
員
が
中
心
と
な
り
子
供
た
ち
に
伝
習
。
 

八

衣

装祭
り
半
纏.

着
物
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



81
藤
岡
市 

藤
岡
市
鷹
匠
町
の
祇
園
雛
子

一
 

伝
承
団
体
名

鷹
匠
町
祭
赚
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

藤
岡
市
藤
岡
一
五
四
八1

七

三
上
演
期
日
及
び
場
所

藤
岡
ま
つ
り(
七
月
下
旬)

藤
岡
市
街
地

四
伝
承
及
び
沿
革

浅
間
神
社
の
祭
礼
と
し
て
始
ま
る
。
浅
間
神
社.

諏
訪
神
社
の
祭
礼
と 

し
て
七
月
中
旬
に
別
々
に
実
施
し
た
が
、
藤
岡
ま
つ
り
と
し
て
統
合
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

6

曲
。
こ
ろ
が
し.

ょ
ん
ち
ょ
ぅ
め•

さ
ん
て
こ.

通
り
ば
や
し
等
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一
〜
二.

小
太
鼓
三•

鉦
一
〜
二.

笛
二

七
伝
習
方
法

保
存
会
毎
月
第
一.

三
土
曜
日
。
子
供
会
五
月
〜
七
月
毎
週
土
曜
日
。
 

八

衣

装鯉
口
シ
ヤ
ツ.

紺
股
引.

ど
ん
ぶ
り.

手
甲.

地
下
タ
ビ.

ハ
チ
マ
キ 

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
〇

82
藤
岡
市 

藤
岡
市
宮
本
町
の
屋
台_

子

- 

伝
承
団
体
名

藤
岡
市
宮
本
町

ー
ー
所
在
地

藤
岡
市
藤
岡
ー
ー
五
九

三
上
演
期
日
及
び
場
所

藤
岡
ま
つ
り(

七
月
下
旬)

藤
岡
市
街
地

四
伝
承
及
び
沿
革

由
来
は
不
詳
。
戦
後
祭
り
攤
子
が
衰
退
し
た
た
め
、
有
志
は
昭
和
五
三 

年
に
保
存
会
を
発
足
さ
せ
現
在
に
い
た
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ•

カ
ゴ
マ
ル•

四
丁
目.

ト
リ
バ
ヤ
シ

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三•

鉦
一.

笛
二
〜
五

七
伝
習
方
法

七
月
中
の
二
十
日
間
程
度
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



84
藤
岡
市 

藤
岡
市
下
日
野
駒
留
の
屋
台
唯
子

一
 

伝
承
団
体
名

駒
留
組
し
ゃ
ぎ
り
連

二
所
在
地

藤
岡
市
下
日
野
ニ
ニ
六
三

三
上
演
期
日
及
び
場
所

地
守
神
社
例
大
祭(

四
月
第
一
日
曜
日)

駒
留
耕
地
内
及
び
地
守
神
社

四
伝
承
及
び
沿
革

伝
承
で
は
二
百
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
元
は
か
つ
ぎ
屋
台
で 

あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
の
屋
台
は
百
年
前
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

お
お
ま.

ひ
ち
ょ
う
め,

さ
ん
て
こ.

お
お
ま
し
ょ
う
で
ん
等
。
六
曲 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三,

鉦
二.

笛

十
(
戦
前
は
鼓
一)
•

七
伝
習
方
法

祭
り
前
の
十
日
間
に
耕
地
内
の
各
戸
を
宿
に
回
っ
て
練
習
を
行
う
。
 

八

衣

装祭
り
半
纏.

タ
ス
キ.

ハ
チ
マ
キ

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

85
藤
岡
市 

藤
岡
市
下
日
野
芝
平
の
屋
台
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

藤
岡
市
下
日
野6
8

区

ー
ー
所
在
地

藤
岡
市
下
日
野
ー
ー
五
五
ー 

ー

一
一
上
演
期
日
及
び
場
所

地
守
神
社
例
大
祭(

四
月
第
一
日
曜
日)

地
守
神
社
境
内

四
伝
承
及
び
沿
革

伝
承
で
は
、
秩
父
屋
台
囉
子
か
ら
伝
承
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昔
は 

地
守
神
社
の
祭
典
は
四
月
三
日
で
ぁ
っ
た
が
、
現
在
は
四
月
第
一
日
曜
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

お
お
ま
・
ひ
ち
ょ
う
め
・
さ
ん
て
こ
・
お
お
ま
し
ょ
う
で
ん
等
〇
六
曲 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓.

小
太
鼓•

鉦
.

笛

七
伝
習
方
法

祭
り
の
十
日
前
か
ら
公
会
堂
で
練
習
を
行
う
。

八

衣

装な
し
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



87
富
岡
市
富
岡
市
の
お
は
や
し

一
 

伝
承
団
体
名

富
岡
お
は
や
し
保
存
会
上
州
富
若

二
所
在
地

富
岡
市
富
岡
一
四
一
九

三
上
演
期
日
及
び
場
所

富
岡
ま
つ
り(
十
月
一
五
〜
一
六
日)

富
岡
市
街
地

四
伝
承
及
び
沿
革

平
成
元
年
に
地
元
の
有
志
に
ょ
っ
て
保
存
会
が
結
成
さ
れ
、
現
在
に
い 

た
っ
て
い
る
〇

五
演
奏
曲
目
の
名
称

さ
ん
て
こ.

四
丁
目.

籠
丸.

き
せ
ん•

大
間.

昇
殿•

屋
台
ば
や
し 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
二.

笛
三
〜
五

七
伝
習
方
法

毎
月
第
三
日
曜
日
。
祭
り
の
ニ
カ
月
前
か
ら
子
供
た
ち
に
教
え
る
。
 

八

衣

装祭
り
半
纏
〇

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

89
安
中
市 

安
中
市
伝
馬
町
の
屋
台
喔
子

一
 

伝
承
団
体
名

伝
馬
町

ー
ー
所
在
地

安
中
市
安
中
三
五
四
五

三
上
演
期
日
及
び
場
所

隔
年
十
月
の
第
三
土
曜
日.

日
曜
日

下
野
尻
か
ら
上
野
尻
ま
で
の
旧
中
山
道

四
伝
承
及
び
沿
革

由
来
は
不
詳
。
明
治
に
屋
台
攤
子
く
ず
し
等
の
ほ
か
に
八
幡
六
郷
流
を 

取
り
入
れ
た
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

十
一
曲
。
み
ん
ば.

ば
か_

子•

神
田
丸.

キ
リ
ン.

鎌
食
等
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
ー 

ー.

笛
五
〜
六

七
伝
習
方
法

祭
り
の
三
ケ
月
前
か
ら
毎
夜
伝
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装半
纏.

手
甲
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



90
安
中
市 

安
中
市
旧
邸
の
屋
台_

子

一
 

伝
承
団
体
名

旧
邸

二
所
在
地

安
中
市
安
中
三1

九1

七
五

三
上
演
期
日
及
び
場
所

隔
年
十
月
の
第
三
土
曜
日.

日
曜
日

下
野
尻
か
ら
上
野
尻
ま
で
の
旧
中
山
道

四
伝
承
及
び
沿
革

高
崎
市
八
幡
の
八
幡
神
社
ょ
り
習
っ
て
来
た
も
の
を
北
島
誠
一.

中
村 

良
一
両
名
に
伝
え
今
日
に
至
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

八
曲
。
か
ん
な
丸.

み
ん
ば.

き
り
ん.

七
草
な
ず
な.

さ
ん
て
こ
等 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
一 
•

笛
二
〜
三

七
伝
習
方
法

祭
り
の
三
ケ
月
前
か
ら
毎
夜
伝
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装半
纏.

短
パ
ン.

ハ
チ
マ
キ.

手
ぬ
ぐ
い
〇

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

91
安
中
市
安
中
市
下
野
尻
の
屋
台
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

下
野
尻

二
所
在

地
安
中
市
安
中
四1

九1

二
三

三
上
演
期
日
及
び
場
所

隔
年
十
月
の
第
三
土
曜
日.

日
曜
日

下
野
尻
か
ら
上
野
尻
ま
で
の
旧
中
山
道

四
伝
承
及
び
沿
革

高
崎
市
八
幡
か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
定
か
で
は
な
い
。
現 

在
は
六
郷
流
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

十
一
曲
。
屋
台_

子.

ば
か
囉
子.

く
づ
し.

七
草.

ぅ
ぐ
い
す
等
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
八.

鉦
二.

笛
五
〜
六

七
伝
習
方
法

祭
り
の
ニ
ケ
月
前
か
ら
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装半
纏

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



92
安
中
市 

安
中
市
上
野
尻
の
屋
台_

子 

.

一
 

伝
承
団
体
名

上
組
祭
赚
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

安
中
市
安
中
三
九
七
四1

三

三
上
演
期
日
及
び
場
所

隔
年
十
月
の
第
三
土
曜
日•

日
曜
日

下
野
尻
か
ら
上
野
尻
ま
で
の
旧
中
山
道

四
伝
承
及
び
沿
革

由
来
は
不
詳
。
昭
和
四
十
七
年
に
復
活
さ
れ
た
安
中
ま
つ
り
の
山
車
渡 

御
に
參
加
。
平
成
二
年
に
保
存
会
を
設
立
し
、
今
日
に
至
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

七
曲
〇
四
丁
目.

鎌
食.

ひ
ょ
つ
と
こ.

屋
台
廻
し.

汽
船
等
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
二.

笛
五
〜
六

七
伝
習
方
法

祭
り
の
ー
ケ
月,
前
か
ら
毎
夜
伝
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装な
し
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

96
子
持
村 

子
持
村
北
牧
の
祇
園
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名 

-  

北
牧
祇
園
囉
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

北
群
馬
郡
子
持
村
北
牧
一
〇
六

三
上
演
期
日
及
び
場
所

不
定
期

若
子
持
神
社

四
伝
承
及
び
沿
革

渋
川
市
の
祇
園
赚
子
を
取
り
入
れ
た
。
殆
ど
渋
川
の
サ
ン
テ
コ
と
同
じ 

で
ぁ
る
。
平
成
ー
ー
年
に
保
存
会
が
発
足
さ
れ
た
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ
。

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一 
•

小
太
鼓
四.

鉦
一.

笛
一

七
伝
習
方
法

子
供
育
成
会
が
第
一.

三
土
曜
日
に
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

八

衣

装半
纏

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



97
鬼
石
町 

鬼
石
町
上
町
の
祇
園_

子

一
 

伝
承
団
体
名

上
町
若
連
会

二
所
在
地

多
野
郡
鬼
石
町
鬼
石
五
七
ー
ー
ニ

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
一
四
日
〜
一
五
日(
夏
祭
り)

町
内
引
き
廻
し.

町
内
寄
り
合
い.

体
育
館

四
伝
承
及
び
沿
革

当
初
は
八
坂
神
社
の
祇
園
祭
り
で
ぁ
っ
た
が
、
鬼
石
夏
祭
り
と
な
る
。
 

明
治
十
八
年
に
埼
玉
県
の
寄
居
町
か
ら
屋
台
を
購
入
し
た
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

三
太
鼓.

新
田
離
子.

天
狗
攤
子.

ひ
ょ
っ
と
こ.

天
狗
も
ど
き
等
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
二.

小
太
鼓
三.

鉦
二.

笛
三
〜
五

七
伝
習
方
法

祭
り
前
ー
ケ
月
練
習
を
行
ぅ
。
太
鼓
係
が
月
に
二
〜
三
回
指
導
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏.

ハ
ラ
ガ
ケ.

股
引
。

九

ジ

ゴ

ト
ぁ
り
。

98
鬼
石
町 

鬼
石
町
仲
町
の
祇
園
離
子

- 

伝
承
団
体
名

鬼
石
町
仲
町
区

ー
ー
所
在
地

多
野
郡
鬼
石
町
鬼
石
九
ー
ー

ー

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
一
四
日
〜
一
五
日(
夏
祭
り)
.

十
一
月
三
日

町
内
引
き
廻
し•

町
内
寄
り
合
い•

体
育
館

四
伝
承
及
び
沿
革

明
治
十
八
年
に
相
生
い
町
が
寄
居
ょ
り
屋
台
を
購
入
。
明
治
二
十
一
年 

本
町
、
そ
の
後
上
町
、
仲
町
、
三
杉
町
の
四
町
で
屋
台
を
購
入
し
た
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

さ
ん
て
こ.

天
狗_

子.

屋
台_

子•

祭
り
囉
子.

通
り_

子
等
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
二.

小
太
鼓
四.

鉦
二.

笛
三
〜
五

七
伝
習
方
法

祭
り
前
ー
ケ
月
練
習
を
行
ぅ
。
囉
子
係
が
指
導
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏.

く?
フ
ガ
ケ.

股
引
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



99
鬼
石
町
鬼
石
町
本
町
の
祇
園
攤
子

一
 

伝
承
団
体
名

鬼
石
町
本
町
区

二
所
在

地
多
野
郡
鬼
石
町
鬼
石
二
七
五1

三

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
一
四
日
〜
一
五
日(
夏
祭
り)

町
内
引
き
廻
し•

体
育
館

四
伝
承
及
び
沿
革

当
初
は
八
坂
神
社
の
祇
園
祭
り
で
ぁ
っ
た
が
、
鬼
石
夏
祭
り
と
な
る
。
 

現
在
の
屋
台
は
昭
和
八
年
に
熊
谷
か
ら
購
入
し
大
改
修
し
現
在
に
至
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

本
町
赚.

御
馬.

江
戸
若•

賛
手
古.

大
切.

切
賛
。

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

中
太
鼓
二•

小
太
鼓
三.

鉦
一.

笛
五

七
伝
習
方
法

祭
り
前
ー
ケ
月
練
習
を
行
ぅ
。
太
鼓
係
が
月
に
二
〜
三
回
指
導
を
行
ぅ 

八

衣

装祭
り
半
纏.

ハ
ラ
ガ
ケ•

股
引
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

100
鬼
石
町 

鬼
石
町
三
杉
区
の
祇
園_

子

一
 

伝
承
団
体
名

鬼
石
町
三
杉
区

ー
ー
所
在
地

多
野
郡
鬼
石
町
鬼
石
五
五
二

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
一
四
日
〜
一
五
日(
夏
祭
り)
.

十
一
月
三
日

町
内
引
き
廻
し•

町
内
寄
り
合
い•

体
育
館

四
伝
承
及
び
沿
革

五
演
奏
曲
目
の
名
称

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
三.

小
太
鼓
四.

鉦
二•

笛
三
〜
五

七
伝
習
方
法

祭
り
前
ー
ケ
月
練
習
を
行
ぅ
。_

子
係
が
指
導
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏.

腹
掛•

股
引.

鉢
巻.

手
甲.

鯉
口.

角
帯
び
付
き
。
 

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
〇



101
鬼
石
町
鬼
石
町
相
生
区
の
祇
園
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

鬼
石
町
相
生
区

二
所
在

地
多
野
郡
鬼
石
町
鬼
石
二
七
五1

三

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
一
四
日
〜
一
五
日.

十
一
月
三
日

町
内
引
き
廻
し.

体
育
館

四
伝
承
及
び
沿
革

明
治
十
八
年
に
屋
台
を
埼
玉
県
寄
居
町
か
ら
購
入
す
る
。
昭
和
四
十
五 

年
に
新
た
に
屋
台
を
建
造
し
、
現
在
に
至
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

山
か
べ.

参
太
鼓•

屋
台
ば
や
し.

五
月
雨.

籠
丸.

鎌
倉
等
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

中
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
一.

笛
数
本

七
伝
習
方
法

祭
り
前
ー
ケ
月
練
習
を
行
ぅ
。_

子
係
が
指
導
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏.

鯉
口 
.

ド
ン
ブ
リ.

股
引
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

102
万
場
町 

万
場
町
万
場
の
屋
台
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

八
幡
宮
祭
典
お
は
や
し

二

所
在
地

多
野
郡
万
場
町
万
場
九
八

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八
月-

五
日

町
内
引
き
廻
し

四
伝
承
及
び
沿
革

_

子
は
秩
父
か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
ぅ
。
昭
和
元
年
に
始
ま
る
が
、
戦
争 

で
衰
退
し
、
昭
和
三
五
年
頃
に
復
活
し
た
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

さ
ん
て
こ
ば
や
し

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
八.

鉦
二.

笛
二

七
伝
習
方
法

祭
り
前
の
八
月
七
日
か
ら
一
四
日
ま
で
八
幡
宮
で
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏.

は
ち
ま
き
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



103
松
井
田
町 

松
井
田
町
の
屋
台
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

森
崎
お
は
や
し
保
存
会

二
所
在
地

碓
氷
郡
松
井
田
町
新
堀
二
四

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八
月
一
〇
日.

十
月
下
旬

森
崎
住
民
セ
ン
タ
！

新
堀
地
区

四
伝
承
及
び
沿
革

伝
承
で
は
明
治
の
中
頃
に
森
崎
町
に
山
車
雛
子
が
あ
っ
た
と
い
ぅ
。
昭 

和
初
期
の
大
火
で
焼
失
し
た
が
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
復
活
し
た
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

か
ご
ま
る•

お
お
ま
く
ず
し.

き
つ
ね
け
ん

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
二.

四
太
鼓
三.

鉦
一•

由
八
〜
ー
ー.

三
味
線
四
〜
八 

七
伝
習
方
法

五
月
〜
十
月
ま
で
週
二
回
住
民
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装法
被
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

105
中
之
条
町
中
之
条
町
宮
元
町
の
祇
園
磯
子

- 

伝
承
団
体
名

中
之
条
町
宮
元
町

ー
ー
所
在
地

吾
妻
郡
中
之
条
町
中
之
条
八
五
四

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日

大
字
中
之
条
町
地
区

四
伝
承
及
び
沿
革

不
詳

五
演
奏
曲
目
の
名
称

三
太
鼓
・
て
ん
の
ぅ
さ
ん•

さ
か
の
ぼ
り
・
か
ま
く
ら
て
ん
こ
等
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

三
太
鼓
三.

鉦
一.

笛
一

七
伝
習
方
法

若
衆
が
直
接
指
導
を
行
ぅ
。

八

衣

装法
被
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



109
中
之
条
町 

中
之
条
町
志
茂
之
町
の
祇
園
喔
子

一
 

伝
承
団
体
名

中
之
条
町
志
茂
之
町

二
所
在
地

吾
妻
郡
中
之
条
町
中
之
条
九
六
ニ
ー

ー

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
ー
ニ
ー
日
〜
八
月
一
日

大
字
中
之
条
町
地
区

四
伝
承
及
び
沿
革

不
詳

五
演
奏
曲
目
の
名
称

祇
園
赚
子.

点
鼓,

三
太
鼓.

坂
上
り.

坂
下
り
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

三
太
鼓
三.

鉦
一.

笛
一

七
伝
習
方
法

七
月
第
二
日
曜
か
ら
祭
り
当
日
ま
で
練
習
を
行
ぅ
。
 

八

衣

装着
物
、
た
す
き
〇

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
〇

112
中
之
条
町
中
之
条
町
上
之
町
の
祇
園
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

伊
勢
町
上
之
町

二
所
在

地
吾
妻
郡
中
之
条
町
伊
勢
町
一
四
八
七

三
上
演
期
日
及
び
場
所

九
月
第
一 

土
曜
日.

日
曜
日

伊
勢
町
地
区
内

四
伝
承
及
び
沿
革

大
正
時
代
の
中
頃
に
伝
承
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

九
曲
。

一
 

丁
目
〜
六
丁
目•

き
り
ん.

て
ん
こ.

か
ご
ま
る
く
ず
し 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓-
•

三
太
鼓
三•

鉦
一 
•

笛
一
〜
数
本

七
伝
習
方
法

若
衆
及
び
中
高
生
の
先
輩
達
が
練
習
を
見
な
が
ら
教
え
る
。

八

衣

装金
棒
し
き
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



113
中
之
条
町 

中
之
条
町
中
之
町
の
祇
園
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

伊
勢
町
中
之
町

二

所

在

地
吾
妻
郡
中
之
条
町
伊
勢
町
八
七
ニ
ー

ー
ニ

三
上
演
期
日
及
び
場
所

九
月
第
一 

土
曜
日.

日
曜
日

伊
勢
町
地
区
内

四
伝
承
及
び
沿
革

大
正
時
代
の
中
頃
に
伝
承
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

十
曲
。

一
 

丁
目
〜
六
丁
目•

き
り
ん•

て
ん
こ•

か
ご
ま
る
く
ず
し 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一 
•

三
太
鼓
三•

鉦
一 
•

笛
一
〜
数
本

七
伝
習
方
法

若
衆
及
び
中
高
生
の
先
輩
達
が
練
習
を
見
な
が
ら
教
え
る
。
 

八

衣

装金
棒
し
き
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

115
中
之
条
町
中
之
条
町
市
城
の
祇
園
雛
子

- 

伝
承
団
体
名

伊
勢
町
市
城

ー
ー
所
在
地

吾
妻
郡
中
之
条
町
市
城
八
六
九1

一

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八
月
一
五
日

市
城
地
区
内

四
伝
承
及
び
沿
革

平
成
元
年
に
中
之
条
町
王
子
町
ょ
り
山
車
一
式
を
譲
り
受
け
、
同
時 

に
太
鼓
の
指
導
を
受
け
現
在
に
至
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

三
太
鼓
。

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

三
太
鼓
三.

鉦
一

七
伝
習
方
法

青
年
有
志
が
子
供
た
ち
の
練
習
に
參
加
し
て
教
え
る
。

八

衣

装金
棒
し
き
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



127
境
町 

境
町
東
町
の
屋
台
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

東
町
囉
子
保
存
会

二

所
在
地

佐
波
郡
境
町
東
町
二
六
八

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八
月
第
一 

土
曜
日•

日

曜

日(
夏
祭
り)

東
町
地
区•

境
町
中
心
部

四
伝
承
及
び
沿
革

尾
島
町
世
良
田
の
祇
園
屋
台
囉
子
を
継
承
し
て
い
る
。
当
町
内
は
か
つ 

て
は
境
村
と
称
さ
れ
、
世
良
田
祇
園
に
屋
台
で
參
加
し
て
い
た
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

十
八
曲
。
參
手
古.

昇
殿.

大
間
昇
殿•

神
田
丸.

鎌
食.

地_

子
等 

六,

使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一
〜
二•

小
太
鼓
三.

鉦
一
〜
三.

笛
一
〜
二.

鈴
一 

七
伝
習
方
法

譜
面
の
整
備
〇
年
間
を
通
し
て
計
画
的
な
練
習
。
小
学
生
を
養
成
す
る 

八

衣

装鯉
口.

腹
掛.

股
引.

地
下
足
袋.

鉢
巻.

祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
〇

128
境
町
境
町
元
町
の
屋
台
攤
子

一
 

伝
承
団
体
名

元
町
囉
子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

佐
波
郡
境
町
境
二
三
五1

一

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八
月
第
一 

土
曜
日.

日

曜

日(
夏
祭
り)

境
町
中
心
部

四
伝
承
及
び
沿
革

山
車
は
百
余
年
前
に
埼
玉
県
中
瀬
村
か
ら
購
入
し
た
と
い
ぅ
〇
囉
子
は 

平
成
二
年
に
保
存
会
が
発
足
さ
れ
、
後
継
者
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

參
手
古.

鎌
倉

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓.

鉦
二.

篠
笛
二

七
伝
習
方
法

毎
月
一
〜
二
回
後
継
者
育
成
の
た
め
の
定
期
練
習
を
実
施
す
る
。
 

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



130
玉
村
町
玉
村
町
四
丁
目
の
祇
園
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

I

玉
村
町
四
丁
目
町
内
会

二
所
在
地

佐
波
郡
玉
村
町
上
新
田
一
六
三
七

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
第
三
土
曜
日.

日
曜
日

国
道
三
五
四
線
の
四
丁
目
〜
七
丁
目
間

四
伝
承
及
び
沿
革

玉
村
八
幡
宮
の
六
十
年
に
一
度
の
御
開
帳
の
時
に
明
治
中
期
か
ら
お
こ 

な
っ
て
き
た
が
、
現
在
は
町
お
こ
し
の
行
事
と
し
て
毎
年
実
施
す
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

サ
ン
テ
コ•

切
変
へ•

コ
ロ
ガ
シ.

シ
ョ
ウ
デ
ン.

コ
シ
ョ
ウ
デ
ン
等 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
二.

笛
一.

三
味
線
一

七
伝
習
方
法

祭
の
ー
ケ
月
前
ょ
り
子
供
を
対
象
に
集
会
場
で
毎
日
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装法
被
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

131
玉
村
町 

玉
村
町
五
丁
目
の
祇
園
雛
子

一
 

伝
承
団
体
名 

 

玉
村
町
五
丁
目
祇
園
祭
保
存
会

二

所

在

地
佐
波
郡
玉
村
町
下
新
田
六
五
九1

三

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
第
四
土
曜
日.

日
曜
日

国
道
三
五
四
線
の
四
丁
目
〜
七
丁
目
間

四
伝
承
及
び
沿
革

五
丁
目
太
鼓
譜
と
し
て
、
大
正
時
代
ょ
り
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
神
田 

囉
子
の
流
れ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

昇
殿.

キ
リ
ン.

四
調
目.

屋
台
赚
子.

籠
丸.

コ
ロ
ガ
シ
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
一.

笛
一

七
伝
習
方
法

祭
り
の
前
、
二
〜
三
週
間
程
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



132
玉
村
町 

玉
村
町
六
丁
目
の
祇
園_

子

一
 

伝
承
団
体
名

玉
村
町
六
丁
目
町
内
会

二
所
在
地

佐
波
郡
玉
村
町
下
新
田
六
四
九

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
第
三
土
曜
日.

日
曜
日

国
道
三
五
四
線
の
四
丁
目
〜
七
丁
目
間

四
伝
承
及
び
沿
革

江
戸
時
代
後
期
に
玉
村
八
幡
宮
大
祭
で
流
鏑
馬
の
先
導
で
屋
台
引
き
回 

し
が
あ
っ
た
。
安
政
五
年
頃
か
ら
行
わ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

さ
ん
て
こ•

こ
ろ
が
し•

昇
殿•

大
間
昇
殿•

引
き
上
げ
。

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四•

鉦
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

ふ
る
さ
と
祭
り
前
十
日
間
に
育
成
会
に
よ
り
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装玉
六
祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。

133
玉
村
町 

玉
村
町
七
丁
目
の
祇
園B

子

一
 

伝
承
団
体
名

玉
村
町
六
丁
目
祇
園®

子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

佐
波
郡
玉
村
町
下
新
田
四
〇
六

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
第
三
土
曜
日•

日
曜
日

国
道
三
五
四
線
の
四
丁
目
〜
七
丁
目
間

四
伝
承
及
び
沿
革

弘
化
年
間
に
六
丁
目
屋
台
が
完
成
。
以
後
五
丁
目
、
七
丁
目
で
屋
台
を 

持
つ
。®

子
は
角
渕
堀
西
流
に
教
ぇ
を
乞
い
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

小
昇
殿•

大
間
昇
殿•

さ
ん
て
こ•

シ
ャ
ー
ト
ロ•

籠
丸•

こ
ろ
が
し 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
二.

笛
一 
•

三
味
線
一

七
伝
習
方
法

毎
年
七
月
一
日
以
降
子
供
会
に
反
復
練
習
を
指
導
す
る
。

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



134
玉
村
町 

玉
村
町
角
渕
の
祇
園
曜
子

一
 

伝
承
団
体
名

堀
西
若
連

ー
ー
所
在
地

佐
波
郡
玉
村
町
角
渕
ー
ー
〇
九
七1

一

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
一
六
〜
一
七
日

角
渕
区
内

四
伝
承
及
び
沿
革

不
詳
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

三
太
鼓
唯
子.

こ
ろ
が
し.

小
昇
殿.

大
間
昇
殿.

夜
神
楽.

籠
丸
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
ー 

ー.

笛
一

七
伝
習
方
法

上
演
日
の
ー
ー
週
間
前
か
ら
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装祭
り
半
纏.

手
ぬ
ぐ
い.

股
引
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
〇

136
尾
島
町 

尾
島
町
世
良
田
下
新
田
区
の
祇
園
赚
子

一
 

伝
承
団
体
名 

 

下
新
田
祇
園
囉
子
保
存
会

二
所
在

地
新
田
郡
尾
島
町
世
良
田
ー
ー 

ー
〇
三

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
ー
ー
四
〜
ー
ー
五
日

世
良
田
地
区
内

四
伝
承
及
び
沿
革

従
来
は
他
町
村
か
ら
囉
子
の
応
援
を
頼
ん
で
い
た
が
、
昭
和
五
十
ー 

ー
年 

頃
か
ら
区
で
始
め
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

聖
天

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
三

七
伝
習
方
法

保
存
会
役
員
が
中
心
と
な
り
、
小
学
生
を
中
心
に
伝
習
す
る
。
 

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



137
新
田
町
新
田
町
市
の
祇
園_

子

一
 

伝
承
団
体
名

市
祇
園
赚
子
保
存
会

二
所
在
地

新
田
郡
新
田
町
市
野
井
一
四
七
四
—

三

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
第
三
日
曜
日

市
神
明
宮
地
内
八
坂
神
社
一
八
区
内

四
伝
承
及
び
沿
革

浄
光
寺
の
僧
が
八
坂
様
を
祀
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
ぅ
。
京
都
の
八 

坂
神
社
、
信
州
の
諏
訪
神
社
の
囉
子
と
取
り
入
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

出
囉
子.

平
離
子.

轉
が
し•

切
り
返
し
〇

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
二.

笛
三

七
伝
習
方
法

子
供
会
育
成
会
に
指
導
を
行
ぅ
。

八

衣

装法
被.

股
引.

腹
掛
け.

足
袋.

草
履
。

九

ジ

ゴ

ト
ぁ
り
。

138
新
田
町
新
田
町
村
田
の
祇
園®

子

一
 

伝
承
団
体
名

村
田
祇
園®

子
保
存
会

ー
ー
所
在
地

新
田
郡
新
田
町
村
田
四
四
七

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八
月
上
旬

村
田
地
区
内

四
伝
承
及
び
沿
革

明
治
ー
ー
十
五
年
頃
、
埼
玉
県
深
谷
市
中
瀬
ょ
り
境
町
及
び
尾
島
町
世
良 

田
を
経
由
し
て
伝
承
さ
れ
た
武
州B

子
で
あ
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

平®

子
(

さ
ん
て
こ)
•

こ
ろ
が
し•

ひ
や
一
と
ろ
。

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
三.

鉦
ー 

ー.

笛
ー
ー

七
伝
習
方
法

子
供
育
成
会
を
通
し
て
、
小
中
学
生
に
伝
習
し
て
い
る
。

八

衣

装祭
り
半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



139
藪
塚
本
町 

藪
塚
本
町
大
原
五
区
の
祇
園
囉
子

一
 

伝
承
団
体
名

大
原
祭
攤
子
保
存
会

二
所
在
地

新
田
郡
藪
塚
本
町
大
原
一
八
六
〇1

五

三
上
演
期
日
及
び
場
所

七
月
二
四
日
〜
二
五
日(
大
原
祇
園
祭
り)

大
原
地
区
内

四
伝
承
及
び
沿
革

伝
承
で
は
百
五
十
年
前
に
伝
え
ら
れ
、
屋
台
は
葛
飾
か
ら
買
い
入
れ
た
と 

い
ぅ
。
昭
和
五
十
年
に
復
活
し
、
保
存
会
が
結
成
さ
れ
現
在
に
至
る
〇 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

屋
台®I

子.

ひ
ょ
つ
と
こ
赚
子.

鎌
食_

子.

さ
ん
て
こ_

子
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

鼓
太
鼓
三.

中
太
鼓
一.

鉦
一.

笛
一

七
伝
習
方
法

保
存
会
を
結
成
し
、
後
継
者
を
養
成
し
て
い
る
。

八

衣

装半
纏
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
〇

140
大
間
々
町
大
間
々
町
の
祇
園_

子

- 

伝
承
団
体
名

大
間
々
お
は
や
し
保
存
会

二

所
在
地山

田
郡
大
間
々
町
大
間

-々

四
〇
七1

二

三
上
演
期
日
及
び
場
所

八
月
一
日
〜
三
日

大
間
々
町
四
丁
目
内

四
伝
承
及
び
沿
革

文
化
十
二
年
頃
、
屋
台
を
葛
飾
か
ら
購
入
し
、
屋
台_

子
と
し
て
大
間 

々
祭
り
が
確
立
し
た
と
い
ぅ
。
悪
病
退
散.

五
穀
豊
穣
を
祈
念
し
始
ま
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

十
四
曲
〇
さ
ん
て
こ•

鎌
食.

に
ん
ば.

神
田
赚
子.

昇
殿.

ガ
ク
等
。
 

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

シ
メ
太
鼓
四•

鉦
一.

笛
一

七
伝
習
方
法

子
供
対
象
に
七
月
中
に
二
十
日
間
程
度
練
習
を
行
ぅ
。

八

衣

装着
物
。

九

ジ

ゴ

ト
あ
り
。



141
千
代
田
町 

千
代
田
町
赤
岩
の
祇
園
屋
台
攤
子

一
 

伝
承
団
体
名

赤
岩
祇
園
屋
台
囉
子

二
所
在
地

邑
楽
郡
千
代
田
町
赤
岩
ー
ー
ー 

ー

三
上
演
期
日
及
び
場
所

毎
年
七
月
一
五
日
に
最
も
近
い
日
曜
日

赤
岩
地
区
内

四
伝
承
及
び
沿
革

大
泉
町
吉
田
の
お_

子
を
教
わ
っ
て
屋
台
の
上
で
演
奏
し
た
。
伝
わ
っ 

た
喔
子
は
神
楽
囉
子
で
あ
っ
た
が
、
編
曲
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
 

五
演
奏
曲
目
の
名
称

屋
台
攤
子

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

中
太
鼓
三•

小
太
鼓
一 
•

鉦
一 
•

笛
一

七
伝
習
方
法

毎
年
、
地
域
内
の
子
供
た
ち
に
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

八

衣

装法
被
。

九

ジ

ゴ

ト
な
し
〇

142
大
泉
町 

大
泉
町
の
屋
台
攤
子

一
 

伝
承
団
体
名

大
泉
町
役
場
民
謡
愛
好
会

二
所
在

地
邑
楽
郡
邑
楽
町
二
九
八
〇1

二

三
上
演
期
日
及
び
場
所

毎
年
七
月
下
旬
の
最
終
土
曜
日.

日

曜

日(
大
泉
ま
っ
り)

大
泉
町
内

四
伝
承
及
び
沿
革

旧
小
泉
町
の
青
年
団
が
伝
承
し
て
い
た
が
、
大
泉
町
誕
生
以
後
に
大
泉 

ま
つ
り
が
始
ま
り
、
愛
好
会
を
結
成
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

五
演
奏
曲
目
の
名
称

さ
ん
て
こ.

祇
園
磯
子

六
使
用
楽
器
の
数
と
名
称

大
太
鼓
一.

小
太
鼓
四.

鉦
一
〜
二.

笛
一

七
伝
習
方
法

大
泉
ま
つ
り
の
ー
ケ
月
前
か
ら
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

八

衣

装法
被.

股
引.

鉢
巻

九

ジ

ゴ

ト
な
し
〇



中之条町上之町の祇園雖子 藤岡市鷹匠町祭離子保存会

藤岡市鷹匠町祭離子保存会尾島町屋台

尾島町(下町屋台) 中之条町宮元町の祇園離子



三

事

例

绍

介

㈠

沼

田

祇

園

難

子

毎
年
八
月
三
日
か
ら
五
日
に
行
わ
れ
る
須
賀
神
社
、
榛
名
神
社
の
お
祭
り
を
、
古 

く
か
ら
こ
の
土
地
の
人
達
は
「ぎ
お
ん
」
又

は

「
お
ぎ
よ
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
。
正 

し
く
は
「祇
園
祭
り
」
の
こ
と
で
、
崇
敬
と
親
愛
の
情
を
こ
め
「
お
祇
園
祭
り
」
か 

ら

「
お
ぎ
よ
ん
」
と
な
ま
つ
た
。

「蚕
す
ん
だ
ら
沼
田
の
ま
つ
り
、

つ
れ
て
行
く
か
ら
辛
抱
お
し
よ
」
近
在
農
家
の 

夏
仕
事
も
一
段
落
、
沼
田
の
ま
つ
り
は
町
の
人
々
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
利
根
一
円 

の
生
活
暦
の
一
つ
と
し
て
、
辛
く
厳
し
い
農
作
業
も
、
こ
の
祭
り
あ
る
ゆ
え
慰
め
ら 

れ
て
い
た
と
言
う
。

祇
園
祭
り
の
歴
史

沼
田
祇
園
祭
り
は
、
天
正
十
八
年(

一
五
九
〇)

、
市
(
商
売)

の
神
様
と
し
て 

下
之
町
四
ッ
角
、
現
在
の
天
王
石
の
所
に
牛
頭
天
王
宮(
現
在
の
須
賀
神
社)

が
祀 

ら
れ
て
以
来
そ
の
歴
史
は
四
百
年
に
の
ぼ
る
。
歴
代
城
主
は
天
王
宮
に
対
す
る
敬
神 

の
念
篤
く
、
祭
当
日
は
奉
行
先
頭
に
市
中
警
護
や
飾
り
物
の
設
置
、
時
に
は
城
主
自 

ら
御
輿
の
送
迎
を
行
つ
た
と
言
う
。

沼
田
町
全
町
が
須
賀
神
社
の
氏
子
で
あ
り
全
町
あ
げ
て
盛
大
に
祭
礼
が
行
わ
れ
て 

い
た
。
し
か
し
明
治
維
新
に
よ
り
沼
田
藩
は
廃
藩
と
な
り
、
藩
主
の
神
社
で
あ
つ
た 

榛
名
神
社
に
は
氏
子
が
存
在
し
て
い
な
か
つ
た
た
め
、
明
治
五
年
須
賀
神
社
と
榛
名 

神
社
に
氏
子
を
分
け
る
氏
子
分
け
が
行
わ
れ
た
。
祭
礼
も
別
の
日
取
り
と
な
つ
た
が
、
 

商
人
の
町
が
中
心
で
あ
る
須
賀
神
社
の
祭
礼
は
榛
名
神
社
の
そ
れ
と
は
比
べ
も
の 

に
な
ら
な
い
ほ
ど
盛
大
で
あ
つ
た
と
言
う
。
そ
こ
で
明
治
十
四
年
、
協
議
の
結
果
従 

来
通
り
須
賀
神
社
の
祭
礼
に
合
わ
せ
、
両
社
が
同
じ
日
取
り
の
も
と
祭
礼
を
行
う
事

と
な
つ
た
。

大
正
、
そ
し
て
激
動
の
昭
和
と
時
は
流
れ
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
祇
園
祭
り
は 

伝
承
さ
れ
て
き
た
〇
昭
和
三
十
年
代
な
か
ば
、
戦
後
の
貧
窮
の
時
代
が
終
わ
り
、
世 

は
ま
さ
に
経
済
成
長
の
時
代
に
と
変
遷
し
て
行
き
、
経
済
中
心
の
世
情
は
郷
土
の
文 

化
や
伝
統
に
は
冷
た
い
仕
打
ち
を
あ
た
え
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
背
景
の
中
に
あ
っ 

て
昭
和
三
十
三
年
、
神
社
の
御
輿
は
暴
徒
と
化
し
荒
れ
狂
い
、
祇
園
祭
を
奈
落
の 

底
に
突
き
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
や
は
り
主
役
を
失
っ
た
祭
り
は
生
彩
を
欠
き
段
 々

と
曳
き
出
さ
れ
る
山
草
の
数
も
減
り
、
本
町
三
ケ
町
の
誇
り
と
意
地
で
祭
り
は
続
け 

ら
れ
て
は
い
た
が
規
模
は
縮
小
さ
れ
又
弾
圧
さ
れ
、
昔
の
栄
華
を
呼
び
戻
す
こ
と
な 

く
、
い
つ
か
は
消
滅
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
氏
神
様
を
崇
敬
す
る
心
は
絶
え
る
こ
と
な
く
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
、
 

市
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体
有
志
に
よ
っ
て
約
十
年
ぶ
り
に
須
賀
神
社
御
輿
の
渡
御
が
行
わ 

れ
、
氏
子
や
町
の
人
々
は
手
を
合
わ
せ
目
に
涙
し
て
氏
神
様
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

時
あ
た
か
も
、
ふ
る
さ
と
ブ
ー
ム
が
卷
き
起
こ
り
地
方
の
時
代
に
と
移
っ
て
行
き
、
 

昭
和
四
十
六
年
、
祇
園
祭
り
は
「沼
田
ま
つ
り
」
と
そ
の
名
を
変
え
、
市
民
の
ま
つ 

り
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
事
に
な
る
が
、
や
は
り
そ
の
基
は
先
祖
よ
り
受
け
継
が
れ 

て
き
た
血
の
う
ご
め
き
の
祭
り
で
あ
っ
た
。

沼
田
祇
園
囉
子
保
存
会
連
合
会

昭
和
三
十
年
代
か
ら
の
祇
園
祭
が
衰
退
し
て
行
っ
た
原
因
の
一
つ
に
、_

子
方
の 

中
の
笛
吹
き
手
の
問
題
が
あ
る
。
当
時
笛
吹
き
手
に
は
高
い
日
当
、
仕
度
、
食
事
、
 

足
代
ま
で
用
意
し
特
権
階
級
的
な
扱
い
が
さ
れ
て
お
り
、
祭
典
費
を
圧
迫
し
て
い
る 

と
共
に
、
後
継
者
育
成
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
た
。

昭
和
五
十
年
代
に
入
る
と
、
故
郷
志
向
が
叫
ば
れ
各
地
で
祭
礼
が
復
活
し
始
め
、
 

沼
田
も
そ
れ
に
も
れ
ず
各
町
で
山
車
を
出
し
始
め
た
。
そ
こ
で
、
笛
吹
き
手
の
養
成



が
急
務
と
な
り
各
地
で
練
習
が
始
ま
り
、
そ
れ
ら
の
団
体
、
町
単
位
の
会
の
連
絡
調 

整
機
関
と
し
て
、
昭
和
五
十
四
年
に
沼
田
祇
園
喔
子
保
存
会
連
合
会
は
「沼
田
祇
園 

_

子
の
錬
磨
、
普
及
活
動
を
行
い
沼
田
祇
園_

子
を
後
世
に
伝
承
し
、
合
わ
せ
て
会 

員
相
互
の
親
睦
を
図
る
」
と
の
目
的
で
結
成
さ
れ
た
。

現
在
で
は
、
他
町
や
他
地
域
に
頼
ら
ず
、
山
車
を
出
す
各
町
で
笛
吹
き
手
を
ま
か 

な
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
輪
は
青
少
年
に
ま
で
広
が
り
、
情
操
教
育
の
一
端
を
担
っ 

て
い
る
。

沼
田
祇
園
囉
子
競
演
会
は
平
成
六
年
で
十
五
回
を
数
え
る
に
至
り
、
毎
年
夏
の
灼 

熱
の
太
陽
を
受
け
盛
大
に
実
施
さ
れ
、
華
麗
な
山
車
の
上
で
練
習
を
重
ね
た
子
供
達 

の
奏
で
る
祇
園
攤
子
に
多
く
の
観
衆
は
聞
き
入
り
、
そ
の
技
術
は
年
々
上
達
し
、
お 

_

子
競
演
会
の
目
的
は
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
〇
ょ
り
一
層
の
錬
磨
と
後
世
へ
の
伝
承 

の
た
め
、
平
成
四
年
、
五
年
の
二
回
に
わ
た
り
お_

子
道
具
改
修
事
業
を
実
施
し
、
 

技
量
と
共
に
質
の
向
上
も
図
っ
て
き
た
。

お
囉
子
に
つ
い
て

赚
子
の
語
源
は
「
ハ
ヤ
シ
と
い
う
言
葉
は
フ
ヤ
ス
、
フ
ユ
な
ど
増
殖
を
意
味
す
る 

言
葉
と
関
係
が
あ
り
、
古
く
は
霊
魂
を
分
割
す
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

ハ 

ヤ
シ
は
、
祭
り
な
ど
に
神
霊
を
分
割
し
て
く
っ
つ
け
た
神
木
を
神
社
か
ら
、
そ
ち
こ 

ち
の
祭
場
に
運
搬
す
る
と
き
に
囉
さ
れ
る
音
楽
を
称
す
の
が
、
本
来
の
意
味
で
あ
っ 

た
」(
食

林

正

次

「埼
玉
県
民
俗
芸
能
誌
」)

と
い
わ
れ
て
い
る
。

_

子
と
い
う
、
音
楽
の
リ
ズ
ム
を
高
調
さ
せ
る
た
め
打
楽
器
を
主
奏
と
し
た
演
奏 

形
式
は
古
く
ょ
り
存
在
し
、
近
世
以
降
は
こ
れ
に
笛
が
加
わ
り
、
能
楽
雛
子
、
神
楽 

_

子
が
登
場
し
、
鉦
を
加
え
る
変
化
を
み
せ
る
。
こ
れ
ら
の
楽
器
編
制
は
祭
り
囉
子 

の
そ
れ
と
類
似
し
て
お
り
、
祭
囉
子
は
そ
の
形
成
に
お
い
て
神
楽
攤
子
の
影
響
を
強 

く
受
け
て
い
る
と
い
え
る
。

祭
囉
子
に
は
、
そ
れ
に
伴
い
御
輿
を
担
い
だ
り
、
山
車
を
曳
行
す
る
と
い
う
こ
と 

が
つ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
演
奏
形
態
の
源
流
は
京
都
八
坂
神
社
の
祇
園
会 

に
あ
り
、
祇
園
祭
に
お
け
る
山
車(
山
鋅)

は
神
霊
の
分
身
で
、
こ
れ
を
祭
場
に
運 

搬
す
る
と
き
に
擁
さ
れ
た
の
が
祇
園
囉
子
で
あ
る
。
そ
し
て
中
世
以
降
の
祇
園
信
仰 

の
流
行
に
伴
い
、
山
車
を
曳
行
し
、_

子
を
奏
で
る
と
い
う
祭
事
形
態
が
全
国
に
広 

が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

北
関
東
地
方
に
は
、
楽
器
の
編
制
、
曲
目
の
名
称
、_

子
の
調
子
な
ど
の
違
い
か 

ら
、
神
田_

子
や
葛
西
囉
子
の
流
れ
を
く
む
「
江
戸
攤
子
」
、
秩

父

の

「
屋
台
離
子
」
ヽ
 

そ
し
て
上
州
系
統
の
囉
子
と
い
わ
れ
る
「
さ
ん
て
こ
囉
子
」
が
あ
る
〇
さ
ん
て
こ
難 

子
は
群
馬
県
中
毛
か
ら
北
毛
に
か
け
、
ま
た
埼
玉
県
の
本
庄
近
辺
に
も
分
布
し
て
お 

り
、
そ
の
発
祥
は
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
埼
玉
県
の
本
庄
に
お
い
て
も
、
渋
川
に
お 

い
て
も
、
ま
た
沼
田
に
お
い
て
も
佐
波
郡
玉
村
町
や
勢
多
郡
富
士
見
村
な
ど
前
橋
近 

郊
か
ら
笛
の
名
人
を
招
い
た
と
の
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
関
東
の
三
大
祇
園 

と
い
わ
れ
る
世
良
田(
新
田
郡
尾
島
町)

の
名
前
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

沼
田
祇
園_

子
に
つ
い
て

祇
園
唯
子
が
「
い
つ
」
、
「
ど
の
よ
う
に
」
沼
田
に
伝
わ
っ
て
来
た
か
、
ま
た
、
お 

赚
子
と
切
り
離
す
事
の
出
来
な
い
山
車
の
出
現
の
時
期
が
い
つ
な
の
か
定
か
で
は
な 

い
。
沼
田
の
祭
礼
の
歴
史
の
中
で
「山
車
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
現
存
す
る
資 

料

は

「
上
之
町
祭
典
録
」
で
、
こ
れ
は
明
治
十

-A
年
か
ら
記
載
さ
れ
た
も
の
で
、
明 

治
十
八
年
に
山
車
の
名
前
が
あ
る
。

古

く

は

「
ま
ん
ど
う
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
が
、
御
輿
と
と
も
に
城
中
に
ま
で
入
っ 

た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

の

「
ま
ん
ど
う
」
と
は
ど
ん
な
も
の
で
、
ど
ん
な
お
囉 

子
が
つ
い
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
〇
昭
和
村
森
下
方
面
に
は
一
本
の
柱
の
上
に
人 

形
を
飾
り
担
ぎ
歩
く
「
ま
ん
ど
」
が
あ
り
、
ま
た
渋
川
に
は
波
万
灯
屋
台
な
る
山
車



の
前
身
と
も
思
え
る
も
の
が
あ
る
。

萩

原

進

著

「
郷
土
芸
能
と
行
事
」
に

「前
橋
で
は
天
保
十
二
年
の
祭
典
に
十
八
町 

よ
り
屋
台
を
繰
り
廻
し
、
踊

り

屋

台(

狂
言
、
歌
舞
伎)

操
人
形
、
子
供
踊
、
粧
り 

物
(
山
車
人
形)

不
二
籠
出
し
物
、
善
尽
く
し
、
美
尽
く
し
な
ど
目
を
驚
か
す
計
り 

な
り
、
と
富
士
見
村
時
沢
の
奈
良
右
衛
門
と
い
う
人
が
書
い
て
い
る
。
」
と
あ
る
。
 

こ
の
中
に
出
て
く
る
踊
り
屋
台
は
、
後
年
沼
田
の
材
木
町
が
譲
り
受
け
る
と
こ
ろ
と 

な
り
、
現
在
の
材
木
町
の
山
車
の
彫
刻
は
こ
の
時
の
物
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
「渋
川
の
祇
園
と
郷
土
芸
能
」
に

は

「
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
の
初 

期
の
ね

り

物(

屋
台)

は
水
神
信
仰
、
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
、
商
売
繁
盛
な
ど
の 

祈
願
を
趣
旨
と
し
て
各
町
の
頭
や
若
者
達
が
数
日
を
費
や
し
て
組
み
立
て
飾
り
付
け 

な
ど
を
し
、
人
形
は
沼
田
方
面
か
ら
借
り
る
町
内
も
あ
り
又
自
製
の
考
案
な
ど
が
あ 

っ
た
が
、
波
万
灯
屋
台
で
四
周
に
百
個
余
り
の
提
灯
を
枠
入
れ
し
た
」
「
上
之
町(

渋 

川)

で
は
既
に
明
治
十
二
年
に
記
録
さ
れ
て
あ
る
ご
と
く
真
光
寺
の
借
地
に
屋
台
小 

屋
が
あ
り
、
沼
田
の
人
形
師
諸
星
又
司
と
い
う
人
か
ら
買
い
受
け
て
い
る
「忠
信
」
 

と
き
さ
れ
て
：.
」
と
あ
り
、
当

時

「
ま
ん
ど
う
」
「
屋
台
」
は
同
じ
よ
う
な
も
の
で
 ヽ

前
橋
に
も
渋
川
に
も
「山
車
」
の
名
前
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
沼
田
の
祇
園 

が
渋
川
の
そ
れ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
図
り
知
れ
る
。

お_

子
も
先
に
ふ
れ
た
が
、
富
士
見
村
誌
に
「横
室
の
萩
原
元
治
は
能
管
か
ら
ヒ 

ン
ト
を
得
て
梅
の
木
の
太
笛
を
作
り
吹
き
ま
く
っ
た
の
で
、
沼
田
、
渋
川
、
前
橋
辺 

の
祇
園
祭
で
は
彼
の
笛
は
秀
で
て
誰
も
追
随
す
る
者
が
な
か
っ
た
。
萩
原
元
治
の
笛 

は
豪
壮
そ
の
も
の
で
他
を
圧
し
て
遠
音
が
す
る
の
で
有
名
で
、
沼
田
上
之
町
で
は
彼 

を
手
放
さ
ず
晩
年
ま
で
沼
田
の
祭
り
を
つ
と
め
た
〇
元
治
は
昭
和
五
年
二
月
に
五
十 

五
歳
で
惜
し
く
も
没
し
た
」
と
あ
り
、
そ
の
前
後
に
わ
た
り
同
様
に
笛
を
吹
く
人
を 

招
い
て
お_

子
を
奏
で
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

現
在
あ
る
資
料
や
言
い
伝
え
を
集
め
て
も
、
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
前
橋
、
渋 

川
、
沼
田
の
関
わ
り
は
大
き
く
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
か
ら
明
治
の
始
め
に
前
橋
近

郊
か
ら
沼
田
に
伝
わ
っ
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
〇

沼
田
に
伝
わ
っ
た
お_

子
で
特
筆
す
べ
き
は
、
各
地
に
分
布
す
る
上
州
系
統
の
「
さ 

ん
て
こ
赚
子
」
の
中
に
あ
っ
て
、
現
在
伝
承
さ
れ
て
い
る
お
囉
子
は
「
さ
ん
て
こ
」
「
テ 

ケ
テ
ッ
ト
ン
」
「吉
原
が
ん
ら
」
「籠
ま
わ
し
」
「麒
麟
」
「夜
神
楽
」
な
ど
口
伝
の
た 

め
奇
妙
と
も
思
え
る
曲
目
が
あ
る
が
六
曲
と
多
く
、
そ
し
て
沼
田
の
祇
園
囉
子
は
テ 

ン
ポ
が
ゆ
っ
く
り
で
、
締
め
太
鼓
の
音
を
高
く
調
律
し
、
た
た
く
と
き
の
強
弱
を
は 

っ
き
り
さ
せ
、
優
雅
な
響
き
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
沼
田
の
派
手
な
花
柳
界 

や
ヽ
沼
田
の
多
彩
な
文
化
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
上
州
系
統
の
「
さ
ん
て
こ
離
子
」
 

が
最
北
端
の
地
で
「
沼
田
祇
園_

子
」
と
し
て
確
立
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
 

各
祇
園
赚
子
保
存
会

1
 

沼
田
祇
園_

子
上
之
町
保
存
会(
祭
吉
連)

上
之
町
に
残
さ
れ
て
い
る
祭
典
録
に
は
明
治
十
八
年
よ
り
沼
田
の
祇
園
祭
、
特
に 

上
之
町
の
祭
典
執
行
の
様
子
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
祭
典
録
に
あ
る
通
り
、
 

明
治
時
代
よ
り
山
車
を
曳
き
出
し
て
お
り
、
お
囉
子
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
演
奏
さ
れ
、
 

古
く
は
前
橋
近
郊
よ
り
笛
吹
き
を
依
頼
し
た
〇

上
之
町
で
は
他
地
域
や
他
町
に
笛
吹
き
を
依
存
し
、
町
内
に
は
笛
を
吹
く
人
が
居 

ら
ず
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
使
用
し
録
音
を
使
用
し
て
た
。
 

し
か
し
須
田
清
七
氏
が
祭
吉
連
の
創
設
と
共
に
笛
を
習
得
し
笛
朋
連
や
少
年
笛
錬
会 

を
組
織
し
、

一
般
か
ら
青
少
年
へ
と
そ
の
和
を
広
げ
、
上
之
町
を
始
め
他
町
に
も
広 

め
、
今
日
の
保
存
会
の
礎
を
な
し
た
。

上
之
町
の
祭
礼
の
変
遷
や
、
山
車
の
出
現
は
定
か
で
は
な
い
が
、
沼
田
で
最
も
古 

く
か
ら
曳
き
出
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
〇
大
正
の
末
期
に
は
渋
川
の
南
町
よ
り



明治29年祇園祭

沼
田
祇
園
離
子
上
之
町
保
存
会(

祭
吉
連)



山
車
を
買
い
受
け
昭
和
三
十
七
年
ま
で
使
用
し
た
が
痛
み
が
激
し
く
、
ま
た
祭
礼
の
衰 

退
期
に
も
あ
た
り
、
再
建
す
る
こ
と
な
く
ト
ラ
ッ
ク
の
シ
ャ
ー
シ
ー
を
使
っ
て
細
々
と 

祭
礼
を
実
施
し
て
い
た
。

昭
和
四
十
五
年
に
町
内
若
手
有
志
に
よ
り
、
祇
園
祭
の
復
興
を
願
い
祭
吉
連
が
結
成 

さ
れ
徐
々
に
祭
礼
が
盛
り
上
が
っ
て
い
き
、
ま
た
故
郷
指
向
の
波
に
も
の
り
、
昭
和
五 

十
年
っ
い
に
新
し
い
山
車
の
建
造
を
決
定
し
翌
々
年
の
昭
和
五
十
二
年
に
二
千
万
円
の 

巨
費
を
投
じ
て
立
派
に
完
成
し
た
。

こ
の
事
が
他
町
に
も
波
及
し
、
大
き
な
影
響
を
与
え
、
今
日
の
沼
田
ま
つ
り
の
隆
盛 

の
礎
を
築
い
た
。
お_

子
に
つ
い
て
も
、
祭
吉
連
が
中
心
と
な
り
研
鑽
を
重
ね
、
普
及 

伝
承
に
務
め
た
結
果
、
保
存
会
が
結
成
さ
れ
現
在
の
保
存
会
連
合
会
と
な
っ
て
い
っ
た
。
 

2

中
町
祇
園
囉
子
保
存
会

お
赚
子
の
伝
来
は
定
か
で
は
な
い
が
、
赤
城
山
の
山
麓
を
廻
る
各
地
か
ら
伝
わ
っ
た 

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
世
良
田
や
富
士
見
、
前
橋
、
渋
川
の
お
囉
子
と
共
通 

性
が
あ
り
、
伝
え
伝
え
ら
れ
て
沼
田
祇
園
に
定
着
し
た
と
思
わ
れ
る
。

笛
吹
き
に
っ
い
て
は
、
前
橋
の
幸
塚
の
木
村
良
作
氏
が
明
治
の
末
期
よ
り
沼
田
に
来 

て
い
た
記
録
が
あ
る
。
そ
の
後
、
中
町
町
内
で
も
笛
を
吹
く
人
が
あ
ら
わ
れ
、
北
野
勝 

太
郎
氏
か
ら
高
橋
正
雄
氏
、
小
池
幸
太
郎
氏
、
山
崎
茂
氏
等
に
受
け
継
が
れ
、
そ
の
間 

他
町
よ
り
堤
藤
八
氏
等
の
応
援
も
あ
っ
た
が
、
戦
後
は
町
内
若
手
の
方
々
が
練
習
を
し 

て
ヽ
町
内
で
笛
は
ま
に
あ
ぅ
よ
ぅ
に
な
っ
た
。

山
車
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
明
治
の
頃
の
山
軍
は
真
ん
中
に
太
い
柱
を
立
て
、
そ
の 

上
に
高
欄
を
の
せ
て
、
そ
の
上
に
張
り
ぼ
て
の
岩
を
し
つ
ら
え
、
波
玉
を
突
き
刺
し
、
 

一
番
上
に
人
形
を
配
し
た
。
そ
し
て
そ
の
前
後
に
日
除
け
を
つ
け
、
そ
の
両
側
に
麻
を 

た

ら

し

「
の
し
」
と
し
、
囉
子
方
や
町
内
の
子
供
達
が
柱
の
ま
わ
り
に
乗
り
込
ん
だ
。

電
気
が
通
じ
電
線
が
張
り
め
ぐ
さ
れ
る
と
、
背
の
高
い
山
車
は
不
都
合
と
な
り
、
次

中町祇園雛子保存会



第
に
四
本
柱
に
屋
根
を
っ
け
そ
の
上
に
人
形
を
配
す
る
ょ
ぅ
な
形
に
変
化
し
、
昭
和
初 

期
に
は
道
路
事
情
や
山
車
の
曳
き
手
不
足
等
の
問
題
で
中
町
も
一
時
期
ト
ラ
ッ
ク
を
利 

用
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
七
年
、
清
水
町
に
従
来
の
沼
田
に
な
い
彫
刻
の
美
し
い
山
車
が
使
用
さ
れ 

ず
に
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
こ
の
山
草
を
買
い
受
け
、
更
に
修
現
を
加
え
平
成
五
年
ま
で 

使
用
し
て
い
た
が
、
老
朽
化
が
進
み
危
険
性
も
考
慮
し
、
先
立
っ
平
成
三
年
町
内
総
意 

で
新
し
い
山
車
を
作
る
こ
と
を
決
め
、
富
山
県
井
波
町
の
南
部
白
雲
師
に
依
頼
し
、
平 

成
六
年
沼
田
で
最
高
に
し
て
立
派
な
山
車
の
完
成
を
見
た
。

演
奏
曲
目
は
、
「
さ
ん
て
こ
」
、
「
テ
ケ
テ
ッ
ト
ン
」
、
「吉
原
か
ん
ら
」
、
「籠
ま
わ
し
」
、
 

「麒
麟
」
で
あ
る
。

3

•

坊
新
田
町
祇
園
雛
子
保
存
会

戦
前
に
は
木
組
み
の
山
車
を
出
し
て
い
た
が
、
そ
の
当
時
の
記
録
は
皆
無
で
あ
る
。
 

戦
後
の
昭
和
二
十
七
年
か
ら
三
十
三
年
頃
ま
で
は
ト
ラ
ッ
ク
を
山
車
に
し
て
、
お_

子 

は
町
内
の
子
供
達
が
あ
た
り
、
笛
は
渋
川
や
他
町
に
依
頼
し
て
実
施
し
て
い
た
が
、
大 

き
な
出
費
が
か
さ
み
、
そ
れ
に
当
時
の
時
代
背
景
が
て
っ
だ
っ
て
中
止
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
三
年
に
坊
新
田
の
若
手
有
志
が
集
い
「
昭
親
会
」
を
結
成
し
、
会
の
事
業 

と
し
て
山
車
を
出
そ
ぅ
と
の
気
運
が
盛
り
上
が
り
、
上
之
町
祭
吉
連
や
笛
朋
連
の
指
導 

の
も
と
、
ま
ず
お_

子
の
練
習
に
取
り
組
み
、
昭
和
五
十
六
年
会
員
の
手
作
り
で
山
車 

を
製
作
し
、
坊
新
田
町
区
に
寄
贈
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

演
奏
曲
目
は
、
「
さ
ん
て
こ
」
、
「
テ
ケ
テ
ッ
ト
ン
」
、
「吉
原
か
ん
ら
い
「籠
ま
わ
し
」
、
 

「麒
麟
」
で
あ
る
。

坊新田町祇園離子保存会西原新町祇園離子保存会



4

西
原
新
町
祇
園_

子
保
存
会

西
原
新
町
に
お
け
る
祭
礼
の
変
遷
は
、
明
治
時
代
よ
り
継
承
さ
れ
、
大
正
か
ら
昭
和 

に
か
け
て
、
清
水
秀
治
氏
や
浜
田
敏
男
氏
が
中
心
と
な
り
山
車
の
世
話
を
し
て
い
た
。
 

昭
和
に
入
る
と
、
松
本
順
一
氏
、
土
田
八
十
八
氏
が
中
心
と
な
り
継
続
し
て
い
た
が
、
 

昭
和
三
十
二
年
正
月
の
ど
ん
ど
焼
き
の
際
、
そ
の
火
が
山
車
小
屋
に
飛
び
火
し
山
車
を 

焼
失
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
ト
ラ
ッ
ク
に
山
車
を
し
つ
ら
え
復
興
さ
せ
、
昭
和
五
十
年
か
ら
西
原 

新
町
の
若
手
会
が
中
心
と
な
り
、
五
ケ
年
計
画
で
山
車
を
製
作
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
 

演
奏
曲
目
は
、
「
さ
ん
て
こ
」
、
「
テ
ケ
テ
ッ
ト
ン
」
、
「吉
原
か
ん
ら
」
、
「籠
ま
わ
し
」
、
 

「麒
麟
」
で
あ
る
。

5

東
倉
内
町
ひ
組
保
存
会

今
か
ら
五
十
五
年
前
の
昭
和
十
五
年
に
皇
紀
二
六
〇
〇
年
の
祝
賀
行
事
が
行
わ
れ
、

東
倉
内
で
も
ト
ラ
ッ
ク
の
装
飾
し
て
山
車
を
造
り
曳
き
出
し
た
。

戦
前
は
ほ
と
ん
ど
山
車
を
出
し
て
い
な
い
が
、
戦
後
は
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
三 

十
年
代
前
半
に
か
け
て
ト
ラ
ッ
ク
に
山
車
を
し
つ
ら
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
中
断
し 

て
い
た
。
昭
和
四
十
七
年
、
久
々
に
復
活
し
、
昭
和
五
十
三
年
に
は
現
在
の
山
車
を
新 

造
し
た
。

演
奏
曲
目
は
、
「
さ
ん
て
こ
」
、
「
テ
ケ
テ
ッ
ト
ン
」
、
「籠
ま
わ
し
」
、
「麒
麟
」
で
あ
る
。

6
 

高
橋
場
町
祭
ば
や
し
保
存
会

昭
和
四
十
五
年
高
橋
場
町
祭
ば
や
し
保
存
会
を
設
立
し
準
備
を
重
ね
、
昭
和
四
十
八 

年
か
ら
昭
和
五
十
年
ま
で
の
間
隔
年
、
ト
ラ
ッ
ク
に
飾
り
付
け
て
山
車
を
出
し
た
〇

東倉内町ひ組保存会



高橋場町祭ばやし保存会

西倉町内西和会

さ組雠子保存会



下之町祇園離子保存会

昭
和
五
十
一
年
か
ら
平
成
元
年
ま
で
の
間
隔
年
、
沼
田
青
年
会
議
所
よ
り
譲
り
受
け
た 

山
車
に
て
祭
礼
を
執
行
し
た
。
平
成
ー
ー
年
、
保
存
会
を
中
心
に
、
区
民
総
意
で
新
た
に
山 

車
を
建
造
し
祭
礼
を
執
行
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

演
奏
曲
目
は
、
「
テ
ケ
テ
ッ
ト
ン
」
、
「籠
ま
わ
し
」
、
「麒
麟
」
で
あ
る
。

7

さ
組
囉
子
保
存
会

明
治
、
大
正
と
山
車
を
出
し
て
い
た
よ
ぅ
で
あ
る
が
、
資
料
は
皆
無
で
あ
る
。
前
橋
よ 

り
、
踊
り
屋
台
を
購
入
し
て
使
用
し
て
い
た
と
の
古
老
の
話
も
あ
り
、
現
在
の
山
車
を
し 

つ
ら
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
中
断
し
て
い
た
。
昭
和
四
十
七
年
に
復
活
し
、
昭
和
五
十
七 

年
に
は
現
在
の
山
車
を
造
っ
た
〇

お
離
子
に
つ
い
て
は
、
復
活
後
、
後
継
者
不
足
で
池
町
や
昭
和
村
等
か
ら
笛
吹
き
を
頼 

ん
で
い
た
が
、
保
存
会
発
足
後
解
消
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
〇

演
奏
曲
目
は
、
「
さ
ん
て
こ
」
、
「
テ
ケ
テ
ッ
ト
ン
」
で
あ
る
。

8

西
食
内
町
西
和
会

昭
和
の
初
期
に
山
車
を
出
し
て
い
た
よ
ぅ
で
あ
る
が
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
〇
戦
後
、
 

昭
和
二
十
七
年
頃
に
復
活
し
、
昭
和
三
十
年
代
の
初
め
ま
で
続
い
て
い
た
が
、
事
故
が
起 

き
中
止
と
な
っ
た
〇
昭
和
五
十
二
年
に
上
之
町
よ
り
山
車
を
譲
り
受
け
、
再
び
復
活
し
、
 

そ
の
後
改
造
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

お
囉
子
は
、
昭
和
五
十
二
年
の
復
活
に
あ
わ
せ
練
習
を
開
始
し
、
他
地
区
の
指
導
を
仰 

ぎ
現
在
で
は
、
町
内
の
若
手
数
名
が
笛
吹
き
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

演
奏
曲
目
は
、
「
さ
ん
て
こ
」
、
「
テ
ケ
テ
ッ
ト
ン
」
、
「籠
ま
わ
し
」
、
「麒
麟
」
で
あ
る
。



9

下
之
町
祇
園
囉
子
保
存
会

わ
が
町
の
祇
園
祭
の
変
遷
は
、
中
町
、
上
之
町
等
と
さ
ほ
ど
隔
た
り
は
な
く
、
特 

筆
す
べ
き
は
戦
前
、
戦
後
の
一
時
期
曳
き
手
不
足
を
補
ぅ
た
め
、
ま
た
下
之
町
は
地 

形
的
に
本
町
通
り
一
番
低
い
位
置
に
あ
る
た
め
、
牛
に
山
車
曳
か
せ
て
い
た
こ
と
で 

あ
る
。

現
在
の
山
車
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
新
造
し
た
も
の
で
、
近
年
多
く
の
町
内
が
山 

車
を
新
造
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
沼
田
の
山
車
新
造
の
一
番
手
、
火
付
け
役
が
我
が 

町
内
で
あ
る
。

下
之
町
の
お_

子
は
、
盲
目
の
名
人
と
言
わ
れ
た
曽
田
春
治
氏
に
よ
っ
て
伝
承
さ 

れ
、
遠
田
平
次
氏
、
藤
田
久
次
氏
、
番
場
八
護
郎
氏
が
受
け
継
ぎ
、
現
在
へ
と
伝
え 

ら
れ
て
き
た
。

演
奏
曲
目
は
、
「
さ
ん
て
こ
」
、
「
テ
ケ
テ
ッ
ト
ン
」
、
「籠
ま
わ
し
」
、
「麒
麟
」
で
あ 

る
〇,

10/
鍛
冶
町
祇
園
赚
子
保
存
会

そ
の
昔
鍛
冶
町

Ji
、
須
賀
神
社
の
氏
子
十
ニ
ケ
町
の
ぅ
ち
「
い
組
」
と
称
さ
れ
、
 

須
賀
神
社
と
榛
名
神
社
の
氏
子
分
け
以
降
も
六
ケ
町
筆
頭
と
し
て
祭
り
を
盛
り
立
て 

て
い
た
が
、
社
会
状
況
や
戦
前
よ
り
鍛
冶
町
の
通
り
が
前
橋
行
き
の
バ
ス
の
路
線
と 

な
り
、
交
通
事
情
も
て
っ
だ
っ
て
次
第
に
衰
退
し
て
行
っ
た
模
様
で
あ
る
。

戦
前
は
木
組
み
山
車
を
出
し
、
曳
き
廻
し
て
い
た
が
、
戦
後
は
有
志
に
よ
り
ト
ラ 

ッ
ク
を
山
車
に
仕
立
て
て
参
加
し
て
い
た
が
、
祭
り
が
終
わ
れ
ば
解
体
さ
れ
永
続
的 

な
も
の
と
は
な
ら
ず
、
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

し
ば
ら
く
は
子
供
御
輿
等
で
参
加
し
て
い
た
が
、
平
成
六
年
中
町
の
山
車
新
造
に 

よ
り
、
古
い
山
車
を
譲
り
受
け
約
三
十
年
ぶ
り
に
山
車
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。

そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
同
年
結
成
さ
れ
た
鍛
冶
町
若
手
会
で
、
こ
の
会
を 

母
体
と
し
て
、
鍛
冶
町
祇
園
囉
子
保
存
会
と
し
た
の
で
あ
る
。

演
奏
曲
目
は
、
「
さ
ん
て
こ
」
、
「
テ
ケ
テ
ッ
ト
ン
」
、
「籠
ま
わ
し
」
、
「麒
麟
」
で 

あ
る
。

(
須
田 

清
七.

沼
田
祇
園
雛
子
保
存
会
連
合
会
理
事
長)

鍛冶町祇園雛子保存会



曲

目
(

サ
ン
テ
コ)

.

締
め
太
鼓

「始
ま
り
」

テ

レ

ン

テ

ン

テ

ン

テ

ン

「
よ
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い
」
テ

ン

テ

レ

ス

ク

ス

テ

レ

ス

ク

ス

テ
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の
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車
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賑
や
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つ
い
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全
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巡
っ
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。
こ
の
頃
か
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台
囉
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々
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立
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々
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園
雛
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大
間
々
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園
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に
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っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

銅
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の
一
宿
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住
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・
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い
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ケ
ツ
ク
ツ
ク
ッ
ク
テ
ン
ツ
ク
テ
ン
テ
ン

ド
ゴ
ド
ゴ
ド
ゴ 

ド
ゴ 

ド
ゴ

テ
ケ
ッ
ク
ッ
ク
ッ
ク
テ
ン
ツ
ク
テ
ン
テ
ン

ド
コ 

ド
コ 

ド
コ 

ド
コ 

ド
ン

1
4
X
3

テ
ン
ツ
ク
テ
ン
ツ
ク
テ
ン
ツ
ク
テ
ン
ツ
ク
テ
ン
テ
ン

ド
ン
ド
ン

テ

ン

テ

ン

テ

ン

テ

ン

d

刖
の
タ
マ
に
も
ど
る)

ドn

 

ドn

 

ドn

 

ド
コ

0
V

リ)

テ
ケ
ッ
ク 

テ
ケ
ッ
ク 

テ
ケ
ッ
ク 

テ
ケ
ッ
ク 

テ
ン
テ
ン 

ド
コ 

ド
コ
ド 

ド
コ 

ド
コ 

テ
ケ
ッ
ク
テ
ン
ツ
ク
ッ
テ
ン
ツ
ク
テ
ン 

テ
ケ
ッ
ク

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン

テ
ン
テ
ケ 

テ
ケ
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ンド

ン
ド
ン

テ
ケ
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン

テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン

ー
 

ニ 

三 

四

ド
ゴ 

ド
ゴ
ド 

ド
ゴ 

テ
ン
テ
ン
テ
ケ
ッ
ク
テ
ン
ツ
ク
ッ
テ
ン
ツ
ク

ド
コ 

ド
ン
ド
ン

テ
ン
テ
ケ
ッ
ク
テ
ン
テ
ケ

ー
 

カ

マ

ク

ラ

ド
コ 

ド
コ
ド 

ド
コ
ド

出 

「
テ
ン
ツ
ク 

テ
ン
ツ
ク 

テ
ン
テ
ン

ド
コ
ド 

ド
ン

テ
ケ
テ
ン 

テ
ケ
テ
ン
テ
ケ
テ
ン 

」

ド
ン 

ド 

ド
ン
ド
コ 

ド
コ 

ド
コ
ド

®

テ
ン 

テ
テ
ン 

テ
ン 

テ
ン

ド
コ
ド 

ド
コ
ド 

ド
ン 

テ
ン
テ
ン 

テ
ケ
テ
ン 

テ
ケ
テ
ン
テ
ケ
テ
ン



大間々祇園ばやし



四

地

言
(
ジ

ゴ

ト)

玉
村
町
五
丁
目
祇
園
祭
保
存
会

籠 

丸

チ̂

ン
チ̂
-

ン
リ
ー
コ

チ
ヤ
ン
チ
ャ
ン
リ
ー
コ

合
セ
テ 

ス
ト 

ト
ン 

ト
ン

チ
ヤ
ン
チ
ャ
ン
リ
ー
コ

チ
ヤ
ン
チ
ャ
ン
リ
ー
コ

合
セ
テ 

ス
ト 

ト
ン 

ト
ン

テ
レ
ス
ク
テ
ン
テ
レ 

ス
ト
ド
ン
ド
ン

テ
レ
ス
ク
テ
ン
テ
レ 

ス
ト
ド
ン
ド
ン

ヒ
ヤ
イ
ト
ロ 

ヒ
ヤ
イ
ト
ロ

ヒ
ヤ
イ
ト
ロ 

テ
ン
テ
ン

合
セ
テ
テ
ン
テ
レ 

ス
ト
ド
ン
ド
ン

ヨ
ー
イ 

ヨ
ー
イ 

ア
ー 

オ
ー

四 

調 

目

切

眷

ト

ー
ヒ
ィ
ョ

テ
ケ
テ
ン 

ド
ド
ド
ン 

テ
ケ
テ
ン 

ド
ド
ド
ン 

テ
ス
テ
ケ
テ
ン
テ
ス
テ
ケ
テ
ン

ス
ッ
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
レ
ス
ク
ス 

地 

テ
レ
ス
ク
ス
ク
ス 

テ
レ
ス
ク
ス

テ
ン
ガ
ス
テ
ス
ク
ス
テ
レ
ス
ク
ス

切
替卜1

ヒ
ヨ
ッ
ト 

ト
ヒ
ヨ
ッ
ト

ヒ
ヤ1

ロ
ヒ
ヤ 

ヒ
ヤ1

ロ
ヒ
ヤ

ヒ
ヤ1

イ
ツ
ヒ
ヤ1

イ
ツ

ヒ
ヤ
ン
ヒ
ヤ
ロ
ヒ
ヤ

オ
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
ン
ヒ
ヤ1

イ

ヒ
ヤ
イ
ヒ
ヨ
ロ 

ロ

テ
レ
ス
ク 

テ
レ
ス
ク 

テ
レ
ッ
ク
ツ 

ィ
ヤテ

ケ
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン

テ
ン
ガ
テ
ケ
テ
ケ
テ
ン
テ
ン ド

ン
ド
ン

テ
ケ
テ
ン 

テ
ー
ン 

テ
ー
ン

テ
ン
テ
ン
テ
ケ
テ
ケ
テ
ン
テ
ン

ド
ン
ド
ン

ス
ッ
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン
ツ
ク
ツ

テ
レ
ス
ク
テ
ン
ツ
ク
テ
ケ
テ
ン
テ
ン 

地
テ
ン
ツ
ク
ツ

テ
レ
ッ
ク
ス
テ
レ
ス
ク
テ
ン
ツ
ク
ス 

テ

レ

ス
ス
テ
ン
ツ
ク
ス

——65——



屋

臺
_

し

ヨ1

イ

テ
レ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン

テ
ン
ガ
テ
ケ
テ
ケ
テ
ン
テ
ンド

ン
ド
ン

テ
ケ
テ
、ノ 

テ
ー
ン 

テ
ー
ン

テ
ン
テ
ン
テ
ケ
テ
ケ
テ
ン
テ
ン

ド
ン
ド
ン

ス
ッ
テ
ン
テ
ン
テ
ン 

テ
ン
ツ
ク
ツ 

テ
レ
ス
ク
テ
ン
ツ
ク
テ
ケ
テ
ン
テ
ン

ド
ン
ド
ド

地
テ
ン
ツ
ク
ツ

テ
レ
ッ
ク
ス
テ
レ
ス
ク
テ
ン
ツ
ク
ス 

テ
レ
ス
ク
ス
テ
ン
ツ
ク
ス

切
替ス

ッ
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン
ツ
ク
ス

テ
レ
ス
ク
テ
ン
ツ
ク
テ
ケ
テ
ン
テ
ン 

地
を
二
回
繰
り
返
し
コ
ロ
ガ
シ
に
移
る
。

コ 

ロ 

ガ

シ

テ
レ
ス
ク
ス
ク
ス
テ
レ
ッ
ク
ス

テ
レ
ス
ク
ス
ク
ス 

テ
レ
ッ
ク
ス

テ
レ
ッ
ク
テ
ケ
テ
ン

テ
レ
ッ
ク
テ
ケ
テ
ン

テ
レ
ッ
ク 

テ
レ
ッ
ク 

テ
レ
ッ
ク
ツ

ィ
ヤ

1
 

2
 

3
 
4
 

5

テ
ケ
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン

大
ド
七
ツ
打
ツ

テ
ン
テ
ン
ド
ン
ド
ン

テ
ン
テ
ン
ド
ン
ド
ン

ヒ
ー
ツ
ク 

フ
ー
ツ

ク

ミ

ー
ツ
ク
四
ツ

大
ド

ヒ
ー
フ
ー
ミ
ー
ヨ
ー

テ
ン
ツ
ク
ツ
テ
レ
ス
ク
ス
テ
レ
ッ
ク

テ
ン
ツ
ク
テ
ケ
テ
ン
テ
ン

切
替
て
地
に
移
る

地
テ
ン
ツ
ク
ツ

テ
レ
ッ
ク
ス
テ
レ
ス
ク
テ
ン
ツ
ク
ス 

テ
レ
ス
ク
ス
テ
ン
ツ
ク
ス

昇 

殿

2
1

イ

ヒ
ヤ
ー
ラ
ラ 

ヒ
ヤ
ー
ラ
ラ 

ヒ
ヤ
ー
ラ
ラ

ヨ
イ
ナ

テ
ー
ン 

テ
ー
ン 

テ
ン
テ
ン

ド
ン
ド
ン

テ
ン
ー
ッ
テ
ン
ガ
ニ
ッ
テ
ン
ガ
三
ッ
テ
ン
四
ッ 

テ
ン
テ1

ン 

テ
ン 

ド
ド
ド
ン
ド
ン

テ
ン 

テ
ン 

イ
ヤ 

ド
ド
ス
ク
ド
ス
ド
ド

テ
ン
テ
ン 

ヨ

イ

ナ
テ
ン
テ
ン
イ
ヤ

テ
レ
ス
ク
ス
ッ
テ
ン
ス
テ
ス
テ
テ
テ
ン 

テ
ン
テ1

ン 

テ
ン 

ド

ド

ド

ン

ド

ン

テ
ン 

テ
ン 

イ
ヤ 

ド

ド

ス

ク

ド

ス

ド

ド

テ
ン
テ
ン 

ヨ
イ
テ

キ 

リ 

ン

テ
ン 

テ
ン 

ド
ン
ド
コ

テ
ン 

テ
ン 

ド
ン
ド
コ

ト
ー
ヒ
ヤ
ラ
ツ
ル
ヒ
ヤ
ラ

イ
リ
ツ
ー
ヒ
ヤ
ラ

オ
ヒ
ヤ
ロ
ヒ
ヤ 

ヒ
ヤ1

ロ
ヒ
ヤ

テ
レ
ス
ク 

テ
ス
テ
レ 

ス
ト
ド
ン
ド
ン

テ
レ
ス
ク 

テ
ス
テ
レ 

ス
ト
ド
ン
ド
ン



栄
町
屋
台
と
祭
離
子
保
存
会

(
佐

波

郡

境

町

大

字

栄
) 

さ
ん
て
こ 

(
旧
新
田
郡
世
良
田
村
大
字
境) 

◎

参

手

古
(

証)

始
ま
り

(

ヤ
ー
オ
ツ)

挂
声 

大
太
鼓

チ
ヤ
チ
ヤ
ン 

チ
ヤ
ン 

チ
ヤ
ン 

チ
ヤ
ン 

(

ト
ト)

チ
ヤ
ン 

チ
ヤ
シ
チ
キ
チ 

チ
ヤ
チ
ャ
ン 

チ
キ
チ

流
しチ

ヤ
ン 

チ
ヤ
ン 

チ
ヤ
シ
チ
キ
チ 

チ
ャ
ン

チ
ヤ
シ
チ
ン/
\
 

チ
ヤ
シ
チ
キ
チ 

チ
ャ
ン
チ
キ
チ

切
替(

オ
ー)

チ
ヤ
ン
チ
ャ
ン
チ
キ
チ̂
^

チ
ヤ
チ
ヤ
チ
キ
チ
チ
ヤ
チ
ャ
ン
チ
キ
チ

(

オ
ー)

チ
ャ
ン
チ
キ
チ̂
^
 

チ
ヤ
チ
ヤ
チ
キ
チ

(

ド
ン 

ド
ン) 

(

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン) 

チ
ヤ
ン
チ
ャ
ン
チ
キ
チ 

チ
ャ
ン 

チ
ャ
ン 

チ
キ
チ 

チ
ヤ 

チ
ヤ
ン 

チ
ヤ
ン 

(

ー
ヽ
ニ
、
三
、四
、五
、六)

チ
キ
チ 

チ
ャ
ン
チ
キ
チ 

チ
ヤ
チ
ヤ
チ
キ
チ 

チ
ヤ 

チ
ャ
ン
チ
キ
チ 

,

転
し(

ヨ
ー)

チ
ヤ
チ
ヤ
チ
キ
チ
キ
チ
チ
ヤ
チ
ヤ
チ
キ
チ
ッ
チ
ャ
ン

(

オ
ー)

(
一、ーー、三
、四
、五
、六)

チ
キ
チ 

チ
ャ
ン
チ
キ
チ 

チ
ャ
チ
ャ
チ
キ
チ 

チ
ャ
チ
ャ
ン
チ
キ
チ 

(
一、二
、三
、四
、五
、六)

チ
キ
チ 

チ
ャ
ン
チ
キ
チ 

チ
ヤ
チ
ヤ
チ
キ
チ

終
わ
り

(

ヨ
ー)

チ

ヤ

ン

チ

ヤ

ン

チ

ヤ

ン(

ド
コ)

/
\
 

(

ド
コ)

/
\
 

/
\
 

/
\
 

チ
ヤ
ー
ン 

チ
ヤ
ー
ン 

(

ド
ン 

ド
ン) 

チ

ャ

ン

チ

キ

チ

チ

ャ

ン

チ

ャ

ン

◎

昇 

殿

(
小
太
鼓)

オ
ヒ
ュ
ー
ヒ
ヤ
ー
ラ
ッ
ク
ツ(
笛)

テ
ン
ー

テ
ン
ー

テ
ン
テ
ン(

ト
ト) 

テ
ン
テ
ー
ン
(

ガ)

テ
ン
ツ
ク
ツ 

テ
ー
ン
(

ガ)

テ
ン
ツ
ク
ッ
テ
ン
テ
ン(

ト
ト) 

テ
ン
ツ
ク
ツ 

テ
ー
ン
(

ガ)

テ
ン
ツ
ク
ツ

◎

大
間
昇
殿(
小
太
鼓)

大
太
鼓

(

ヨ
オ
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン 

(

ド
ド
ン
コ 

ド
ン 

ド
ン)

/
\
 

7
/
\

テ
ン
テ
ン(

ド
ン
ド
ン) 

テ
ン
テ
ン(

ド
ン
ド
ン)

(

ヨ
オ) 

テ
ン
テ
ン 

エ
ン
ヤ 

(

ド
ド
ン
コ 

ド
ン 

ド
ン)

テ
ケ
テ
ン
テ
ン
テ
ン 

(

ド
ド
ン
コ 

ド

ン

ド

ン)

テ
ン
テ
ン(
ド
ン
ド
ン)

テ
レ(
ド
コ
ド)

テ
レ(
ド
コ
ド)

テ
レ(

ド
コ
ド) 

テ
ン
テ
ン(

ド
ド)

テ

ン(

ド
ド)

テ
ン

◎

鎌 

食
(
小
太
鼓)

ウ
ー
ヒ
ヤ
ー
ロ

テ
ン
テ
ン(

ド
ド
ン
コ
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ド
ン)

テ
テ
ン
テ
ン(

ド
コ
ド
ン
ド
ン) 

テ
(

ド
ス
コ
ド
ン
ド
ン)

(
鎌
食
の
上
り
方)

テ
レ
ー
ン 

テ
レ
ッ
ク
テ
ン
チ
レ
ッ
ク
ツ

/
\
 

/
\

テ
レ
ッ
ク
テ
ン
ツ
ク
ッ
テ
ン
ツ
ク
ツ

テ
ケ
テ
ン(

ド
ン
ド
ン)

テ

ケ

テ(

ド
ド
ン
ド
ン)

(

一
、
二
、
三)

ツ

ク

ツ

テ

レ

ッ

ク

ッ

テ

テ

ン

ツ

ク

ツ



◎

祇

園
_

子

(
小
太
鼓)

(

ツ
ケ)

テ

ン

テ

ン

テ

ン

テ

ン

テ

ン

テ

ン

テ

ン
 

テ
レ 

(

ド
コ
ド) 

テ

ケ(

ド
コ
ド)

テ
レ
ッ
ク
テ
ン
ツ
ク 

テ
ン
ツ
ク 

ッ
ツ
テ
ン

テ
ケ
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
レ(

ド
コ
ド)

テ
レ
ッ
ク 

テ
ケ
テ
ン 

テ
レ
ッ
ク
ッ
ツ
テ
ン

テ
レ
ッ
ク
テ
ン
ツ
ク 

テ
ン
ツ
ク 

ッ
ツ
テ
ン

ツ
ク
テ
ン
テ
ン
テ
ン 

テ

レ(

ド
コ
ド)

テ
レ
ツ
ク
ツ
ク
ツ
ク
テ
レ
ツ
ク 

テ
ン
テ
ン

+

テ
レ
ッ
ク
テ
ン
ツ
ク
テ
ン
ツ
ク
ッ
ツ
テ
ン(

ッ
ク
ツ) 

「平
打
」

テ
レ
ッ
ク 

テ
ン
ツ
ク
ッ
ツ
テ
ン 

ツ
ク
ツ

◎

武
州
囉
子(
小
太
鼓)

(

ヨ
オ
ー
オ
ー)

テ

ケ

テ

ン

テ

ン

テ

ン

テ

ン

テ

ン

テ

ン

テ

ン
 

テ
レ
ツ
ク
ツ>
/
\

テ
レ
ッ
ク
テ
ン
ツ
ク
テ
ン
ツ
ク
ッ
テ
ン

テ

ケ

テ

ン

テ

ン

テ

ン

テ

レ

ッ

ク

ツ

テ
レ
ッ
ク
テ
ケ
テ
ン 

テ
レ
ッ
ク
ッ
ツ 

テ
ン

/
\
 

/
\
 

/
\

テ
レ
ッ
ク
テ
ン
ツ
ク 

テ
ン
ツ
ク
ッ
ツ 

テ
ン

テ

ケ

テ

ン

テ

ン

テ

ン

テ

レ

ッ

ク

ツ

テ
レ
ツ
ク
ツ
ク
ツ
ク
テ
レ
ツ
ク
テ
ン
テ
ン

/
\テ

レ
ッ
ク 

テ
ン
ツ
ク 

テ
ン
ツ
ク
ッ
ツ
テ
ン 

ツ
ク
ツ

平
打

テ
レ
ッ
ク 

テ
ン
ツ
ク
ッ 

テ
ン
ツ
ク
ツ

◎

神

田

丸
(
小
太
鼓)

テ
ン
テ
レ
ッ
ク
テ
ン
テ
ン
テ
レ
ッ
ク
テ
ン
テ
ン
テ
ケ
テ
ン
テ
ン(

ト
ト)

テ
ケ
テ
ン
テ
レ
ッ
ク
テ
ケ
テ
ン
テ
ン(

ト
ト) 

テ

ン(

ト
ト)

テ

ン(

ト
ト)

テ

ン(

ト
ト-) 

テ
ン
ツ
ク
ツ
ツ
ツ 

テ
レ
ッ
ク
テ
ン
テ
ン 

テ
レ
ッ
ク 

テ
ン 

テ
レ
ッ
ク
ツ

テ
ン
テ
ン 

テ
レ
ッ
ク 

?/1\ 

テ

ン(

ト
ト)

テ
レ
ッ
ク
テ
ケ
テ
ン 

/
\
 

テ
ン

テ
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
ン
テ
テ
ン
テ
レ
ッ
ク
テ
ケ
テ
ン 

>
/
\

テ
ン
ツ
ク
ツ
ツ
ツ 

テ
ケ
テ
ン 

テ
レ
ッ
ク
テ
ン 

(

ト
ト) 

テ
レ
ッ
ク
ッ
ツ
テ
ン 

テ
テ
ン 

テ
ン
テ
ン 

テ
レ
ッ
ク
ッ
テ
ケ
テ
ン(

ト
ト)

テ
レ
ッ
ク
テ
ケ
テ
ン 

2
/
\

テ
レ
ー
ン
テ
レ
ッ
ク
テ
ン
テ
レ
ッ
ク
ツ 

/
\
 

7
\
 

/
\

テ
レ
ッ
ク
テ
ケ
テ
ン
テ
レ
ツ
ク
ツ(

ト
ト)

/
\テ

レ
ー
(

ガ)

テ
ン
テ
ン
テ
ケ
テ
ン
テ
ン
テ
ケ
テ
ン(

ド
コ
ド)

テ
ン 

テ
ン
ツ
ク
ツ
ツ
ツ 

テ
レ
ッ
ク
ッ 

テ
ケ
ッ
ツ
テ
ン 

テ
レ
ー
(

ガ)

テ
ン
テ
ン 

テ
テ
ン 

テ
ン
テ
ン
テ
ン 

(

ト
ト)

テ
ケ
テ
ン
テ
ン



中
之
条
町
祇
園
祭

中
之
条
町
宮
本
町

◎

三

太

鼓(

さ
ん
だ
い
こ)

「よ
う
い
い
は
つ
」
て
て
ん
て
ん<

ド
ド>

て
ん<

ド
ド>

て
ん<

ド
ン
ド
ン
ド
ド> 

て
ん
て
け
て
け
て
ん
て
れ
ん
つ
く
つ
て
ん
て
ん
て
ん
つ
く
つ
く

<

ド
ン
ド
ド
ド
ド
ド
ン
ド
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン>

*
 

て
れ
つ
く
て
ん
つ
く
て
ん
つ
く
す
つ
て
ん
つ
く
つ
て
ん
て
ん
て
ん
つ
く
つ
く 

<

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン>

(
注*

「よ
う
い
」が
か
か
る
ま
で
繰
り
返
し)

①

よ

お

お

お

い
 

つ
く
む
つ
つ
く
す
つ
て
ん
つ
く
つ
つ
て
一
ん
/.

八 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド1

ン> 

て
ん
つ
く
つ
て
ん
つ
く
つ
て
れ
つ
く
つ
て
れ
ん
つ
く
つ
つ
て
一
ん 
/
 

<

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド1

ン>

て
ん
つ
く
つ 

て
ん
つ
く
つ 

て
れ
つ
く
つ 

て
れ
ん
つ
く
つ 

く

ド
コ
ド>

つ
く
つ
く
ド
ン
ド
コ> 

<

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

>

ひ
い
が 

ふ
う
が 

み
い
が 

よ
う
が 

い
い
が 

む
つ
つ
く
す
つ
て
ん 

つ
く
つ

<

ド
ン
ド
ン
ド
；

ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン> 

て
れ
つ
く
つ
て
れ
ん
つ
く
つ
て
ん
て
ん
て
ん
つ
く
つ
く

<

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン>

*
 

て
れ
つ
く
て
ん
つ
く
て
ん
つ
く
す
つ
て
ん
つ
く
つ
て
ん
て
ん
て
ん
つ
く
つ
く

<  

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 
E
k
h
y
 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン 

ド
ン
ド
ン>

②

よ
お
お
お
い
つ
つ
く
む
つ
つ
く
す
つ
て
ん
つ
く
つ
て
ん
て
ん
て
ん
つ
く
つ
く

<  

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン> 

お

て

ら

の

お

ば

さ

ん
 

お

ち

ゃ

の

み

い

つ

か

い

<  

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン>

お

て

ら

の

お

ば

さ

ん
 

お

ち

ゃ

の

み

に

い

か

い

八 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン>

お

て

ら

の

お

ば

さ

ん
 

お

ち

ゃ

の

み

さ

ん

か

い

<  

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン> 

て
ん
つ
く
て
ん
つ
く
す
つ
ち
ゃ
一
ん 

1

2

3

4

5

 

「
へ
つ
き
よ
」

<  

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド1

ン

ド

ン

ド

ン

ド

ン

ド

ン

ド

ン

ド

ド

ン

ド

ン
>

お

て

ら

の

お

ば

さ

ん
 

お

ち

ゃ

の

み

い

つ

か

い

八 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン>

.

お

て

ら

の

お

ば

さ

ん
 

お

ち

ゃ

の

み

に

い

か

い

<  

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン>

お

て

ら

の

お

ば

さ

ん
 

お

ち

ゃ

の

み

さ

ん

か

い

八 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン>

て
し
つ
く
て
ん
つ
く
す
つ
ち
ゃ
ん 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

-

へ
つ
き
よ
」

<  

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド1

ン
ド
ン 

ド
ン 

ド
ン 

ド

ン

ド

ン

ド

ド

ン

ド

ン>

お

て

ら

の

お

ば

さ

ん
 

お

ち

ゃ

の

み

い

つ

か

い

<  

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン>

お

て

ら

の

お

ば

さ

ん
 

お

ち

ゃ

の

み

に

い

か

い

八 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン>

お

て

ら

の

お

ば

さ

ん
 

お

ち

ゃ

の

み

さ

ん

か

い

八 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン>

ひ
い
が 

ふ
う
が 

み
い
が 

よ
う
が 

い
い
が 

む
つ
つ
く
す
つ
て
ん 

つ
く
つ

<

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン> 

て
れ
つ
く
つ
て
れ
つ
く
つ
ひ
い
ふ
う
み
い
よ
う
い
い
む
う
な
あ
や
あ
つ
く
つ

<

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド

ン

ド

ン

ド

ン

ド

ン

ド

ン

ド

ン

ド

ン

ド

ン
 

>  

て
ん
つ
く
つ 

て
れ
つ
く
つ 

て
れ
ん
つ
く
つ 

て
ん
て
ん
て
ん 

つ
く
つ
く

<

ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド

ン

ド

ン

ド

ン

ド

ン

ド

ン

ド

ン

ド

ン>



^

て
れ
つ
く
て
ん
つ
く
て
ん
つ
く
す
つ
て
ん
つ
く
つ
て
ん
て
ん
て
ん
つ
く
つ
く

ヘ
/ 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン 

ド
ン
ド
ン>

③ 

ょ 

お

お

お

い
 

つ
く
む
つ
つ
く
す
つ
て
ん
つ
く
つ 

て
ん
て
ん
て
ん 

つ
く
つ
く

八 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン 

ド
ン
ド
ン> 

た

か

さ

き

だ

ん

ば

ら

ま

ち

さ

か

の

ぼ

り
 

つ
く
つ
く

八 

ド
ン
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド>

た

か

さ

き

だ

ん

ば

ら

ま

ち

さ

か

の

ぼ

り
 

つ
く
つ
く

八 

ド
ン
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド>

た

か

さ

き

だ

ん

ば

ら

ま

ち

さ

か

の

ぼ

り
 

つ
く
つ
く

<  

ド
ン
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド>

(

「ょ
ぅ
い
」が
か
か
る
ま
で
繰
り
返
し)

た

か

さ

き

だ

ん

ば

ら

ま

ち

さ

か

の

ぼ

り
 

つ
く
つ
く 

(
1

回)

八 

ド
ン
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド>

た

か

さ

き

だ

ん

ば

ら

ま

ち

さ

か

の

ぼ

り
 

つ
く
つ
く 

T

回)

八 

ド
ン
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン
ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン
ド
ド>

た

か

さ

き

だ

ん

ば

ら

ま

ち

さ

か

の

ぼ

り
 

つ
く
つ
く 

(
3

回)

八 

ド
ン
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ド>

*
 

て
れ
つ
く
て
ん
つ
く
て
ん
つ
く
す
つ
て
ん
つ
く
つ
て
ん
て
ん
て
ん
つ
く
つ
く

八 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン>

④ 

ょ
お
お
お
い
つ
く
む
つ
つ
く
す
つ
て
ん
つ
く
つ
て
ん
て
ん
て
ん
つ
く
つ
く

广 

ド
ン
ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン> 

し
や
つ
し
や
つ
し
や
つ<

ド
ド>

し
や
つ
し
や
つ
し
や
つ<

ド
ド>
,

し
や
つ

<

ド
ン>

し
や
つ<

ド
ン>

し
や
つ<

ド
ン
ド
ン
ド
ン>

さ
か
の
ぼ
り

た
か
さ
き
だ
ん
ば
ら
ま
ち
さ
か
の
ぼ
り
か
ち
か
ち

た
か
さ
き
だ
ん
ば
ら
ま
ち
さ
か
の
ぼ
り
か
ち
か
ち

た
か
さ
き
だ
ん
ば
ら
ま
ち
さ
か
の
ぼ
り
か
ち
か
ち

(

こ
の
繰
り
返
し
を
続
け
る
が
「
ょ
ぅ
い
」
が
か
か
る
と
三
太
鼓
に
な
る
。)

(

「
ょ
ぅ
い
」
か
ら)

た
か
さ
き
だ
ん
ば
ら
ま
ち
さ
か
の
ぼ
り
か
ち
か
ち 

(

一
回) 

た
か
さ
き
だ
ん
ば
ら
ま
ち
さ
か
の
ぼ
り
か
ち
か
ち 

(

二
回) 

た
か
さ
き
だ
ん
ば
ら
ま
ち
さ
か
の
ぼ
り
か
ち
か
ち 

(

三
回) 

て
れ
つ
く
て
ん
つ
く
て
ん
つ
く
す
つ
て
ん 

つ
く
つ 

て
ん
て
ん
て
ん 

つ
く
つ
く 

(

以
下
二
太
鼓)



ぎ
お
ん
ば
や
し

ひ
り
っ
ひ<

ド
ン
ド
ン>

ひ
り
っ 

ひ
い
ふ
う
み
い
ょ
う
い
い 

む
う
な
あ
や
あ 

っ
く
つ 

< 

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン> 

て
れ
ん
て
ん 

て
れ
ん
っ
く
っ

<

ド
ド
ン 

ド
ン 

ド
ド
ン 

>

ち
や
ら
ぼ
こ
ち
や
ら
ぼ
こ
す
っ
ち
ゃ
ん
つ
く
つ

<

ド
ド
ン 

ド
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

>

ち
や
ら
ぼ
こ
ち
や
ら
ぼ
こ
す
っ
ち
ゃ
ん
つ
く
つ

<

ド
ド
ン 

ド
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

>

ち
や
ら
ぼ
こ
ち
や
ら
ぼ
こ
す
っ
ち
ゃ
ん
つ
く
つ(,

ょ
う
い
”
が
か
か
る
ま
で
繰
り
返
し)

<

ド
ド
ン 

ド
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

>

<

ド
ド
ド
ン 

ド
ン 

ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ン 

ド
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ン 

ド
ド
ン> 

<

ド
ド
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

ド
ド
ド
ン 

ド
ン
ド
ン> 

<

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン 

>  

<

ド
ド
ン
ド
ン 

ド
ド
ン>

ち
や
ら
ぼ
こ
ぼ
こ
ぼ
こ
ち
や
ら
ぼ
こ
す
っ
ち
ゃ
ん(

一
回)

<

ド
ド
ン 

ド
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

>

ち
や
ら
ぼ
こ
ぼ
こ
ぼ
こ 

ち
や
ら
ぼ
こ
す
っ
ち
ゃ
ん(

二
回)

<

ド
ド
ン 

ド
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

>

ち
や
ら
ぼ
こ
ぼ
こ
ぼ
こ 

ち
や
ら
ぼ
こ
す
っ
ち
ゃ
ん(

三
回)

<

ド
ド
ン 

ド
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

>

ち
や
ら
ぼ
こ
ぼ
こ
ぼ
こ(
1
)

ち
や
ら
ぼ
こ
ぼ
こ
ぼ
こ(
2
)

ち
や
ら
ぼ
こ
ぼ
こ
ぼ
こ(
3
)

<

ド
ド
ン 

ド
ド
ン 

ド
ド
ン 

>  

ち
や
ら
ぼ
こ
ち
や
ら
ぼ
こ
ち
や
ら
ぼ
こ
す
っ
ち
ゃ
ん
つ
く
つ

<

ド
ド
ン 

ド
ド
ン 

ド
ド
ン 

ド
ン
ド
ン 

>

て
れ
ん
て
ん
て
れ
ん<

ド
ン
ド
ン>

て
ん
て
ん<

ド
ン
ド
ン>

て
ん<

ド
ド>

<

ド
ド
ン
ド
ン
ド
ド
ン 

>

て
ん<

ド
ン>

て
ん 

<

ド
ド>

て
ん<

ド
ン>

ひ
い
ふ
う
み
い
よ
う
い
い
む
う
な
あ
や
あ
つ
く
つ
て
れ
ん
て
ん
て
れ
ん
つ
く
つ 

ち
や
ら
ぼ
こ
ち
や
ら
ぼ
こ
す
つ
ち
ゃ
ん
つ
く
つ(

以
下,

よ
う
い
”が
か
か
る
ま
で
繰
り
返
し) 

て
ん
の
う
さ
ん

ち
ゃ
り
ん
こ
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん<

チ
ャ
リ
ン
コ
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン>

ち
や
り
ん
こ
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん<

ド
コ
ド
ン
ド
ン
ド
コ>

て
ん
て
ん<

ド
ン
ド
ン>

て
ん
て
ん<

ド
ン
ド
ン>

て
ん 

て
ん 

て
ん 

「
へ
つ
き
よ
」

<

ド
ド 

ド
ン 

チ
ャ
リ
ン
コ
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン>

か
ま
く
ら

し
や 

し
や 

し
や 

<

ド
コ
ド
ン
ド
コ>

し
や
し
や 

<

ド
コ
ド
ン
コ
ド
ン
コ>

し
や 

し
や 

<

ド
ド>

し
や 

<

ド
コ
ド
ン
コ
ド
ン
コ
ド
ン
コ>



群

馬

県

の

祇

園

囃

子

等

所

在

一

覽
表

番
号 

市
町
村
名 

祇

園

離

子

伝

承

団

体

の

名

称 

所 

在 

地 

代
表
者
名 

主

な

上

演

期

日
 

主

な

上.
演
場
所

1
 

前

橋 

市 

富
田
の
祇
園
保
存
会 

前
橋
市
富
田
町
七
三
四 

松
本 

恭
司 

三
月
三
一
日.

四
月
一
日 

三
柱
神
社.
公
民
館

2
 

前

橋

市

東

片

貝

町

自

治

会
(
片
貝
の
祇
園)

_

前
橋
市
東
片
貝
町
六
六 

長

沼

重

治 

八
月
第
一
日
曜
日 

町
内
子
供
広
場

3
 

前

橋

市
 

若
獅
子
会•(

駒
形
の
祇
園) 

前
橋
市
駒
形
町
二
四1

二 

大
澤
喜
久
男 

七
月
第
四
土.

日
曜
日 

町
内

4
 

前
橋
市
青
柳
町
祇
園
唯
子
愛
好
会 

前
橋
市
青
柳
町
五
三
二 

北

爪

修

一

八

月

第

二

土
.

日
曜
日 

町
内

5
 

前

橋

市
 

六
供
町
祇
園
組
保
存
会 

前
橋
市
六
供
町
ニ
ニ
六 

高
橋 

正
俊 

前
橋
ま
つ
り
の
日

6
 

•

前
橋
市
総
社
神
社
祭
太
鼓
保
存
会 

前
橋
市
元
総
社
町
一
九
八
六 

中

沢

元

次

三

月

一

五

日
,
十
月
九
日 

総
社
神
社

7
 

前

橋 

市 

住
吉
町
一 

丁
目
お
は
や
し
保
存
会 

前
橋
市
住
吉
町
ー
ー

ー
八1

一
〇 

浅
川
良
三
郎 

前
橋
ま
つ
り
の
日 

町
内

8
 

前

橋 

市 

愛
宕
神
社
の
祇
園
攤
子
保
存
会 

前
橋
市
住
吉
町
ニ
ー
十
ー
ー
三 

長
谷
川
幸
雄 

前
橋
ま
つ
り
の
日 

町
内

9
 

前

橋

市
 

上
泉
祇
園_

子
保
存
会 

前
橋
市
上
泉
町
一
三
八
〇1

四 

都

丸

克

利 

諏
訪
神
社
祭
典
日 

町
内.

諏
訪
神
社 

10
前

橋 

市 

大
手
町
二
丁
目
お
難
子
愛
好
会 

前
橋
市
大
手
町
ニ
ー
六1

二
五 

福

田

一

良 

前
橋
ま
つ
り
の
日

11
前

橋 

市 

上
大
島
お
は
や
し
会 

前
橋
市
上
大
島
町
四
一
八1

一
 

田
代 

積
求 

前
橋
ま
つ
り
八
月
第
一 

土
日

12
前

橋 

市
,

新
前
橋
祭
り
ば
や
し
保
存
会 

前
橋
市
新
前
橋
町
ー
ー
ニ
七 

斎
藤 

作
治 

八
月
第
一
日
曜
日 

町
内

13
前

橋 

市 

元
総
社
い
な
ば
祭
り_

子
保
存
会 

前
橋
市
元
総
社
町
一
五
ニ
ー
三
二
四 

古
荒 

七
郎 

八
月
第
二
土.

日
曜
日

14
前

橋 

市 

若
宮
町
一
丁
目
の
祇
園
囉
子
保
存
会 

前
橋
市
若
宮
町
ー
ー
八1

一
四 

関
口 

芳
男 

前
橋
ま
つ
り
の
日

15
前

橋

市
 

紅
雲
町
一 

丁
目
祇
園
唯
子 

前
橋
市
紅
雲
町
ー
ー
ニ
ー
ー

ー
〇 

松
崎
誠
一
郎 

前
橋
ま
つ
り
の
日 

町
内
及
び
市
街
地



番
号 

市
町
村
名 

祇

園

攤

子

伝

承

団

体

の

名

称 

所 

在 

地 

代
表
者
名 

主

な

上

演

期

日
 

主
な
上
演
場
所 

16
前

橋

市
 

日
吉
町
ー
ー 
丁
目
祇
園
囉
子
保
存
会 

前
橋
市
日
吉
町
ー
ー
ー
六1

ー
ーー 

小
澤 

正
和 

前
橋
ま
つ
り
の
日 

町
内
及
び
市
街
地 

17
前

橋 

市 

日
吉
町
三
丁
目
祇
園_

子
保
存
会 

前
橋
市
日
吉
町
三1

一
四1

四 

荻
野 

恒
男 

日
吉
參
祭 

三
丁
目
公
民
館 

18
高 

崎 

市 

秀
山
流
花
車
ば
や
し
保
存
会 

高
崎
市
八
千
代
町
ー
ー
ニ
ー

ー
六 

須
藤 

敬
文 

高
崎
ま
つ
り(

八
月) 

市
街
地

19
高 

崎 

市 

高
崎
山
車
ば
や
し
保
存
会 

高
崎
市
九
蔵
町
六
六 

浦
住 

亨
夫 

高
崎
ま
つ
り(

八
月) 

市
街
地

20
桐

生

市
 

桐
生
祇
園
祭
礼
祇
園
唯
子
保
存
会 

桐
生
市
本
町
四
丁
目 

蓮 

直
孝

21
伊
勢
崎
市 

大
手
町
三
区
屋
台
赚
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
大
手
町
一
五1

一
〇 

鴨
田 

伝
蔵 

八
月 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

22
伊
勢
崎
市 

大
手
町
四
区
屋
台_

子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
大
手
町
二
四1

一
六 

富
岡 

郁
夫 

八
月 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

23
伊
勢
崎
市 

寿
町
お
は
や
し
保
存
会 

伊
勢
崎
市
寿
町
一
九
九1

五 

青
木 

豊
治 

八
月 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

24
伊
勢
崎
市 

な
し 

伊
勢
崎
市
本
町
三1

ー
ニ 

矢
内 

辰
司 

八
月 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

25
伊
勢
崎
市 

な
し 

伊
勢
崎
市
本
町
ー
ー
ー

ー
六 

伊
藤
大
次
郎 

八
月 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

26
伊
勢
崎
市 

な
し 

伊
勢
崎
市
三
光
町
ー
ニ
ー
七 

川

端

一

雄 

八
月 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

27
伊
勢
崎
市 

緑
町
区
御
興
屋
台®
I

子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
緑
町
一
八1

二
〇 

佐
藤 

大
吉 

八
月 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

28
伊
勢
崎
市 

な
し 

伊
勢
崎
市
若
葉
町
一
九1

九 

橋
田 

和
夫 

八
月 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

29
伊
勢
崎
市 

曙
屋
台_

子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
三
和
町
ニ
ー
八
〇 

斎
藤 

育
男 

八
月 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

30
伊
勢
崎
市 

堤
屋
台
喔
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
三
和
町
一
八
八
一 

石
井 

広
一 

八
月 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

31
伊
勢
崎
市 

本
関
町
郷
土
芸
能
保
存
会 

伊
勢
崎
市
本
関
町
ニ
ニ
九
五1

二 

矢
島 

寛
一 

七
月
一
九
日.

八
月 

町
内
観
音
様



番
号 

市
町
村
名 

祇

園

攤

子

伝

承

団

体

の

名

称 

所 

在 

地 

代
表
者
名 

主

な

上

演
 

期
日 

主
な
上
演
場
所 

32
伊
勢
崎
市
植
木
屋
台
唯
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
鹿
島
町
一
五
五 

村

岡

峯

司 

八

月(
神
社
の
祭
典
時)

上
樹
神
社

33
伊
勢
崎
市 

中
下
町
屋
台
ば
や
し
保
存
会 

伊
勢
崎
市
鹿
島
町
二
九
七 

飯
島 

正
治 

八

月(
神
社
の
祭
典
時)

上
樹
神
社

34
伊
勢
崎
市
上
植
木
本
町
文
化
保
存
会 

伊
勢
崎
市
上
植
木
本
町
二
五
〇
四 

膳 

昭
禧 

八

月(
神
社
の
祭
典
時)

上
樹
神
社

35
伊
勢
崎
市 

山
車
保
存
会 

伊
勢
崎
市
茂
呂
町
五
七
〇1

一
 

高
木 

嘉
隆 

不
定
期

36
伊
勢
崎
市 

郷
土
芸
能
保
存
会 

伊
勢
崎
市
茂
呂
町
二
丁
目
七
〇
〇 

五
十
嵐
信
次 

八

月(
町
内
の
祭
り) 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

37
伊
勢
崎
市 

美
茂
呂
町
囉
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
美
茂
呂
町
三
〇
二
七1

二 

児
島 

利
夫 

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日 

美
茂
呂
町
水
神
宮 

38
伊
勢
崎
市 

茂
町
屋
台
ば
や
し
保
存
会 

伊
勢
崎
市
山
王
町
一
三
九
七1

一
 

栗
原 

一
 

七
月.

八
月 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

39
伊
勢
崎
市
南
北
千
木
町
屋
台
囉
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
南
千
木
町
一
八
九
三 

菊

池

良

助

40
伊
勢
崎
市 

宿
組
屋
台
赚
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
三
六
六
七 

保
坂 

幸
正 

八
月 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

41
伊
勢
崎
市 

宮
貝
戸
屋
台
囉
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
二
八
四
九 

細
井 

治
六

42
伊
勢
崎
市 

鍛
冶
原
屋
台_

子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
四
二
七
ニ
ー

ー
 

引
田 

初
雄
一
〇
月
一
七
日 

愛
宕
神
社

43
伊
勢
崎
市 

稲
間
屋
台_

子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
四
三
五
三 

大
貫 

和
夫

44
伊
勢
崎
市 

岡
屋
敷
組
屋
台
囉
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
二
八
ー
ー
四 

矢
内 

勇
一
〇
月
一
六
日
〜
一
七
日 

愛
宕
神
社

45
伊
勢
崎
市 

中
屋
敷
屋
台
曦
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
二
六
一
五 

矢
内 

司
郎
一
〇
月
一
六
日
〜
一
七
日 

愛
宕
神
社

46
伊
勢
崎
市 

西
屋
敷
屋
台_

子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
三
九
ニ
ー
ニ 

山
家 

文
男

47
伊
勢
崎
市 

中
野
面
屋
台
屋
台
囉
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
六
四
ー
ー

ー
 

川
村
傳
一
郎
一
〇
月
一
六
日
〜
一
七
日 

愛
宕
神
社



番
号 

市
町
村
名 

祇

園

囉

子

伝

承

団

体

の

名

称 

所 

在 

地 

代
表
者
名 

主

な

上

演

期

日
 

主
な
上
演
場
所 

48
伊
勢
崎
市 

大
鍋
屋
台
攤
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
三
丁
目
ニ
ー
ニ
八 

横
堀
清
一
郎

49
伊
勢
崎
市 

下
波
志
江
屋
台
雛
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
ニ
ー
〇
七 

横
堀 

勇
八 

七
月•

八
月 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

50
伊
勢
崎
市 

新
宿
屋
台
屋
台_

子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
波
志
江
町
一
四
〇
三1

一
 

小
林 

義
宣

51
伊
勢
崎
市 

太
田
町
屋
台
喔
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
太
田
町
ニ
ニ
四1

五 

食
林 

實

52
伊
勢
崎
市 

山
王
屋
台
攤
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
山
王
町
四
五
七 

大
和 

真
一 

八
月
世
良
田
祇
園 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

53
伊
勢
崎
市 

天
神
町
屋
台_

子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
馬
見
塚
町
一
〇
八1

二 

小
島 

武
庸 

現
在
休
演
中

54
伊
勢
崎
市 

三
橋
町
伝
統
文
化
保
存
会 

伊
勢
崎
市
馬
見
塚
町
五
八
ー
ー

ー
 

松
本 

市
郎 

七
月.

八
月 

い
せ
さ
き
祭
り
広
場 

55
伊
勢
崎
市
中
町
屋
台_

子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
馬
見
塚
町
八
五
九1

一
 

松

波

文

夫 

世
良
田
祇
園 

飯
玉
神
社

56
伊
勢
崎
市 

渕
町
屋
台
唯
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
馬
見
塚
町
一
四
四
一 

小
此
木
綾
雄 

現
在
休
演
中

57
伊
勢
崎
市 

清
水
町
屋
台
喔
子
保
存
会 

伊
勢
崎
市
馬
見
塚
町
一
五
二
七 

大
竹 

平
弥 

納
涼
祭

58
太

田

市
 

沖
之
郷
祇
園
囉
子
保
存
会 

太
田
市
沖
之
郷
五
二
九 

黒
田 

九
二 

七
月
ニ
ー
日(
太
田
ま
つ
り)

太
田
市
街
地

59
沼

田

市
 

沼
田
祇
園
喔
子
保
存
会
連
合
会 

沼
田
市
高
橋
場
町
二
〇
〇
二 

須
田 

清
七 

八
月
二
〜
五
日
沼
田
ま
つ
り
沼
田
市
街
地

60
沼

田

市
 

沼
田
祇
園_

子
上
之
町
保
存
会 

沼
田
市
上
之
町
一
八
四 

山
田 

豊 

八
月
三
〜
五
日
沼
田
ま
つ
り 

沼
田
市
街
地

61
沼

田

市
 

中
町
祇
園
赚
子
保
存
会 

沼
田
市
中
町
八
六
三 

中
島 

庸
一
八
月
二
〜
五
日
沼
田
ま
つ
り
沼
田
市
街
地 

犯 

沼
5

巾 

坊
新
田
町
祇
園
赚
子
保
存
会 

沼
田
市
坊
新
田
町
ー
ニ
ニ 

斎
藤 

{
寸
A

垦
〜
五
日
沼
田
ま
つ
り
沼
田
市
街
地

63
沼

田

市
 

西
原
新
町
祇
園
赚
子
保
存
会 

沼
田
市
西
原
新
町
九
六 

清
水 

誠 

八
月
二
〜
五
日
沼
田
ま
つ
り
沼
田
市
街
地



番
号 

市
町
村
名 

祇

園

離

子

伝

承

団

体

の

名

称 

所 

在 

地 

代
表
者
名 

主

な

上

演

期

日
 

主
な
上
演
場
所 

64
沼
田 

市 

東
倉
内
ひ
組
保
存
会 

沼
田
市
東
食
内
町
五
二
〇1

一
 

大
平 

茂
雄 

八
月
三
〜
五
日
沼
田
ま
つ
り 

沼
田
市
街
地

65
沼
田
市
高
橋
場
町
祭
り
ば
や
し
保
存
会 

沼
田
市
高
橋
場
町
四
九
一
七 

松
井
好
雄
八
月
三
〜
五
日
沼
田
ま
つ
り
沼
田
市
街
地

66
沼
田 

市 

さ
組
赚
子
保
存
会 

,

沼
田
市
材
木
町
二
九 

若
木 

清
志 

八
月
三
〜
五
日
沼
田
ま
つ
り 

沼
田
市
街
地

67
沼

田

市
 

西
食
内
町
西
和
会 

沼
田
市
西
倉
内
町
七
四
ー
ー

ー
七 

吉
野 

秋
久 

八
月
三
〜
五
日
沼
田
ま
つ
り 

沼
田
市
街
地

68
沼
田
市
下
之
町
祇
園
囉
子
保
存
会 

沼
田
市
下
之
町
八
九
二 

星
野
恒
夫
八
月
三
〜
五
日
沼
田
ま
つ
り
沼
田
市
街
地

69
沼

田

市
 

鍛
冶
町
祇
園
囉
子
保
存
会 

沼
田
市
鍛
冶
町
一
〇
〇
四 

細
谷 

博
一
八
月
三
〜
五
日
沼
田
ま
つ
り 

沼
田
市
街
地

70
渋

川

市
 

渋
川
祇
園
囉
子
保
存
会 

渋
川
市
並
木
町
六
八
〇1

三 

土
田 

利
雄 

毎
週
金
曜
日 

中
央
公
民
館

71
藤

岡 

市 

藤
岡
市
大
戸
町 

藤
岡
市
藤
岡
一
七
〇
〇1

三 

新
井 

文
男 

藤
岡
ま
つ
り 

藤
岡
市
街
地

72
藤

岡

市
 

藤
岡
市
一 

丁
目 

藤
岡
市
藤
岡
四
四
七 

尾
澤 

正
夫 

藤
岡
ま
つ
り 

藤
岡
市
街
地

73
藤

岡 

市 

藤
岡
市
二
丁
目 

藤
岡
市
藤
岡
四
三
三 

龍
見
美
池
三 

藤
岡
ま
つ
り 

藤
岡
市
街
地

74
藤

岡 

市 

藤
岡
市
三
丁
目 

藤
岡
市
藤
岡
甲
五
五 

松
村 

行
一 

藤
岡
ま
つ
り 

藤
岡
市
街
地

75
藤

岡 

市 

藤
岡
市
四
丁
目 

藤
岡
市
藤
岡
四
〇
五1

二 

安
田 

正 

藤
岡
ま
つ
り 

藤
岡
市
街
地

76
藤

岡 

市

藤

岡

市

五

丁

目 

藤
岡
市
藤
岡
三
六
二 

原 

洵 

藤
岡
ま
つ
り 

藤
岡
市
街
地

77
藤

岡 

市 

藤
岡
市
六
丁
目 

藤
岡
市
藤
岡
ー
ニ
〇 

広
沢 

道
夫 

藤
岡
ま
つ
り 

藤
岡
市
街
地

78
藤

岡 

市 

藤
岡
市
仲
町 

藤
岡
市
藤
岡
九
〇
九1

一
 

湯
井 

福
松 

藤
岡
ま
つ
り 

藤
岡
市
街
地

79
藤

岡 

市 

藤
岡
市
七
丁
目 

藤
岡
市
藤
岡
三
二
七1

一
 

沼
田
ヒ
デ
ト
シ 

藤
岡
ま
つ
り 

藤
岡
市
街
地



番
号 1

市
町
村
名 

祇

園

離

子

伝

承

団

体

の

名

称 

所 

在 

地 

代
表
者
名 

主

な

上

演

期

日
 

j

 

主
な
上
演
場
所 

80
藤

岡

市
 

藤
岡
市
古
桜
町 

藤
岡
市
藤
岡
二
四
五 

青
木 

幹
司 

藤
岡
ま
つ
り 

藤
岡
市
街
地 

81
藤

岡

市
 

藤
岡
市
鷹
匠
町
祭
り
喔
子
保
存
会 

藤
岡
市
藤
岡
一
五
四
八1

七 

松
本 

勝
雄 

藤
岡
ま
つ
り 

藤
岡
市
街
地 

82
藤

岡

市
 

藤
岡
市
宮
本
町 

藤
岡
市
藤
岡
二
五
九 

中
澤 

清 

藤
岡
ま
つ
り 

藤
岡
市
街
地 

83
藤

岡

市
 

藤
岡
市
緑
町 

藤
岡
市
藤
岡
一
五
二
六 

竹
越 

立
侑 

藤
岡
ま
つ
り 

藤
岡
市
街
地 

84
藤

岡

市
 

駒
留
組
し
ゃ
ぎ
り
連 

藤
岡
市
下
日
野
ニ
ニ
六
三 

下
条
喜
世
美 

四
月
第
一
日
曜
日 

地
守
神
社

85
藤

岡

市
 

藤
岡
市
下
日
野(

六
八
区) 

藤
岡
市
上
日
野
二
五
五
二 

飯

塚

一

雄 

四
月
第
一
日
曜
日 

地
守
神
社

86
藤

岡

市
 

藤
岡
市
下
日
野(

六
九
区) 

藤
岡
市
上
日
野
一
八
一
九1

一
 

清
水
彦
之
丞 

四
月
第
一
日
曜
日 

地
守
神
社

87
富

岡

市
 

富
岡
お
は
や
し
保
存
会
上
州
富
若 

富
岡
市
富
岡
一
四
一
九 

田
村 

清
司
一
〇
月
一
五
日
〜
一
六
日 

富
岡
市
街
地

88
安

中

市

谷

津
 

安
中
市
安
中
三1

一
三1

八 

柴
田 

忠
夫 

隔
年
一
〇
月
第
三
土.

日
曜 

下
野
尻
〜
上
野
尻
間 

89
安

中

市

伝

馬

町
 

安
中
市
安
中
三
五
四
五 

佐

藤

文

一

隔

年

一

〇

月

第

三

土.

日
曜
下
野
尻
〜
上
野
尻
間 

90
安

中

市
 

旧
邸 

安
中
市
安
中
三1

九1

七
五 

遠
藤 

稔 

隔
年
一
〇
月
第
三
土.

日
曜 

下
野
尻
〜
上
野
尻
間 

91
安

中

市

下

野

尻
 

安
中
市
安
中
四1

九1

二
三 

須

藤

哲

男

隔

年

一

〇

月

第

三

土.

日
曜
下
野
尻
〜
上
野
尻
間 

92
安

中

市
 

上
組
祭_

子
保
存
会 

安
中
市
安
中
三
九
七
四1

三 

桜
井 

一
隔
年
一
〇
月
第
三
土.

日
曜 

下
野
尻
〜
上
野
尻
間 

93
安

中

市
 

高
別
当 

安
中
市
高
別
当
二
八
ー
ー
ニ 

小
板
橋
行
雄 

隔
年
一
〇
月
第
三
土.

日
曜 

下
野
尻
〜
上
野
尻
間 

94
安

中

市
 

米
山 

安
中
市
安
中
ニ
ー

ー
ー
九 

山
田 

隆
康 

隔
年
一
〇
月
第S

土
.

日
曜 

下
野
尻
〜
上
野
尻
間 

95
安

中

市
 

中
宿 

安
中
市
中
宿
ー
ー
五1

八 

須
藤 

克
巳 

隔
年
一
〇
月
第
三
土.

日
曜 

下
野
尻
〜
上
野
尻
間



番
号 

市
町
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園

離

子
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演

期
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主
な
上
演
場
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96
子

持

村
 

北
牧
祇
園
雛
子
保
存
会 

子
持
村
北
牧
一
〇
六 

川
上 

格 

若
子
持
神
社
祭
典
日 

若
子
持
神
社

97
鬼

石 

町 

上
町
若
連
会 

多
野
郡
鬼
石
町
鬼
石
五
七
ー
ー
ニ 

新
井 

和
三 

七
月
一
四
日
〜
一
五
日 

鬼
石
町
内
引
き
廻
し 

98
鬼

石

町
 

鬼
石
町
仲
町
区 

多
野
郡
鬼
石
町
鬼
石
九
ー
ー

ー
 

山
口 

浩
司 

七
月
一
四
日
〜
一
五
日 

鬼
石
町
内
引
き
廻
し 

99
鬼

石

町
 

鬼
石
町
本
町
区 

多
野
郡
鬼
石
町
鬼
石
二
七
五1

三 

小
柏 

守
雄 

七
月
一
四
日
〜
一
五
日 

鬼
石
町
内
引
き
廻
し 

100
鬼

石 

町 

鬼
石
町
三
杉
区 

多
野
郡
鬼
石
町
鬼
石
五
五
二 

山
田 

実 

七
月
一
四
日
〜
一
五
日 

鬼
石
町
内
引
き
廻
し 

101
鬼

石

町
 

鬼
石
町
相
生
区 

多
野
郡
鬼
石
町
鬼
石
五
ー
ー 

飯
島 

達
男 

七
月
一
四
日
〜
一
五
日 

鬼
石
町
内
引
き
廻
し 

102
万
場 

町 

八
幡
宮
祭
典
「
お
は
や
し
」
 

多
野
郡
万
場
町
万
場
九
八 

近
藤 

正
臣 

八
月
一
五
日 

万
場
町
内
引
き
廻
し 

103
松
井
田
町 

森
崎
お
は
や
し
保
存
会 

碓
氷
郡
松
井
田
町
新
堀
二
四 

茂
木 

元 

八
月
一
〇
日
、

一
〇
月
下
旬 

森
崎
住
民
セ
ン
タ
ー 

104
中
之
条
町 

中
之
条
町
小
川 

吾
妻
郡
中
之
条
町
中
之
条
町
五
九
〇1

一
 

高
橋 

文
夫 

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日 

大
字
中
之
条
町
地
区 

105
中
之
条
町 

中
之
条
町
宮
元
町 

吾
妻
郡
中
之
条
町
中
之
条
町
八
五
四 

剣
持 

和
彦 

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日 

大
字
中
之
条
町
地
区 

106
中
之
条
町 

中
之
条
町
田
町 

吾
妻
郡
中
之
条
町
西
中
之
条
八
一
八 

田
村 

健
一 

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日 

大
字
中
之
条
町
地
区 

107
中
之
条
町 

中
之
条
町
上
之
町 

吾
妻
郡
中
之
条
町
中
之
条
町
八
九
六1

七 

渡
邊 

修 

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日 

大
字
中
之
条
町
地
区 

108
中
之
条
町 

中
之
条
町
仲
之
町 

吾
妻
郡
中
之
条
町
中
之
条
町
九
ー
ニ
ー
三 

畔
上 

隆
雄 

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日 

大
字
中
之
条
町
地
区 

109
中
之
条
町 

中
之
条
町
志
茂
之
町 

吾
妻
郡
中
之
条
町
中
之
条
町
九
六
ニ
ー

ー
 

剣
持 

孝
男 

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日 

大
字
中
之
条
町
地
区 

110
中
之
条
町 

中
之
条
町
竪
町 

吾
妻
郡
中
之
条
町
中
之
条
町
六
三
七 

川
上 

祐
吉 

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日 

大
字
中
之
条
町
地
区

111
中
之
条
町 

中
之
条
町
王
子
町 

吾
妻
郡
中
之
条
町
中
之
条
町
一
七
七
六 

町
田 

安
吉 

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日 

大
字
中
之
条
町
地
区
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園
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112
中
之
条
町 

伊
勢
町
上
之
町 

吾
妻
郡
中
之
条
町
伊
勢
町
一
四
八
七 

樋
田 

充
広 

九
月
第
一 

土
.

日
曜
日 

大
字
伊
勢
町
地
区
内 

113
中
之
条
町 

伊
勢
町
中
之
町 

吾
妻
郡
中
之
条
町
伊
勢
町
八
七
ニ
ー

ー
ニ 

青
柳 

伸
夫 

九
月
第
一 

土
.

日
曜
日 

大
字
伊
勢
町
地
区
内 

114
中
之
条
町 

中
之
条
町
下
之
町 

吾
妻
郡
中
之
条
町
伊
勢
町
九
八1

二 

小
栗 

芳
雄 

九
月
第
一 

土
.

日
曜
日 

大
字
伊
勢
町
地
区
内 

115
中
之
条
町 

中
之
条
町
市
城 

吾
妻
郡
中
之
条
町
市
城
八
六
九1

一
 

塚
田 

栄
二 

八
月
一
五
日 

大
字
市
城
地
区
内

116
中
之
条
町 

中
之
条.

二
区 

吾
妻
郡
中
之
条
町
西
中
之
条
一
八
七 

山
口 

一
彦 

八
月
一
五
日 

大
字
西
中
之
条
二
区 

117
中
之
条
町
中
之
条
町
下
山
田 

吾
妻
郡
中
之
条
町
山
田
ニ
ニ
四 

山

田

守

節 

九
月
一
五
日 

沢
田.

一
区
地
区
内 

118
中
之
条
町 

中
之
条
町
沢
田.

二
区
大
竹 

吾
妻
郡
中
之
条
町
山
田
一
三
六
六 

山
口 

一
弘 

一
月
一
四
日 

大
字
山
田•

二
区
内 

119
利

根

村
 

利
根
村
日
影
南
郷
区 

利
根
郡
利
根
村
日
影
南
郷
一
六
八 

星
野 

皓 

七
月
二
四
日
〜
二
五
日 

日
影
南
郷
地
区
内 

120
新

治

村
 

猿
ヶ
京
祇
園
ま
つ
り
離
子 

利
根
郡
新
治
村
猿
ヶ
京
一
〇
〇
六1

二 

山
田 

文
夫 

七
月
ニ
ー
日
〜
八
月
一
日 

猿
ヶ
京
地
区
内
巡
回 

121
新

治

村
 

須
川
祇
園
ま
つ
り_

子 

利
根
郡
新
治
村
須
川
七
六
二 

木
檜 

行
孝 

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日 

須
川
地
区
内
巡
回 

122
新

治

村
 

湯
宿
祇
園
ま
つ
り_

子 

利
根
郡
新
治
村
新
巻
二
三
五
九1

一
 

田
村 

登 

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日 

湯
宿
地
区
内
巡
回 

123
新

治

村
 

羽
場
祇
園
ま
つ
り
囉
子 

利
根
郡
新
治
村
羽
場
五
六
七 

原
沢 

省
吾 

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日 

羽
場
日
枝
神
社
境
内 

124
新

治

村
 

下
新
田
祇
園
ま
つ
り
攤
子 

利
根
郡
新
治
村
新
巻
三
五
九
四 

原
沢 

貞
力 

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日 

下
新
田
地
区
内
巡
回 

125
新

治

村
 

布
施
祇
園
ま
つ
り
囉
子 

利
根
郡
新
治
村
布
施(
布
施
宿.

河
原) 

祭
り
世
話
人 

七
月
三
一
日
〜
八
月
一
日 

布
施.

布
施
河
原
区 

126
境 

町 

女
塚
祭
禮
雛
子 

佐
波
郡
境
町
女
塚
五
一
四 

鶴
見
福
次
郎 

八
月
第
一 

土
.

日
曜
日 

境
町
地
区
内

127
境 

町 

東
町
囉
子
保
存
会 

佐
波
郡
境
町
東
町
二
六
八 

小
沢 

薫
弘 

八
月
第
一 

土 
.

日
曜
日 

境
町
地
区
内
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128
境 

町 

元
町
囉
子
保
存
会 

佐
波
郡
境
町
境
二
三
五1

一
 

中
村 

栄
治 

八
月
第
一 

土
.

日
曜
日 

境
町
地
区
内

129
境 

町

諏

訪

町
_

子
保
存
会 

佐
波
郡
諏
訪
町 

小

竹

茂

男 

八
月
第
一 

土
.

日
曜
日 

境
町
地
区
内

130
玉

村

町 

玉
村
町
四
丁
目
町
内
会 

佐
波
郡
玉
村
町
上
新
田
一
六
三
七 

佐
藤 

正
春 

七
月
第
二
土 
•

日
曜
日 

玉
村
町
内

131
玉

村 

町 

玉
村
町
五
丁
目
祇
園
祭
保
存
会 

佐
波
郡
玉
村
町
下
新
田
六
五
九1

三 

諸
橋 

金
治 

七
月
第
四
土.

日
曜
日 

玉
村
町
内

132
玉

村 

町 

玉
村
町
六
丁
目
町
内
会 

佐
波
郡
玉
村
町
下
新
田
六
四
九 

富
田 

稔 

七
月
第
四
土.

日
曜
日 

玉
村
町
内

133
玉

村 

町 

玉
村
町
七
丁
目
祇
園_

子
保
存
会 

佐
波
郡
玉
村
町
下
新
田
四
〇
六 

立
川 

実 

七
月
第
四
土.

日
曜
日 

玉
村
町
内

134•

玉

村 

町 

堀
西
若
連 

佐
波
郡
玉
村
町
角
渕
二
〇
九
七1

一
 

下
田 

正
人 

七
月
第
二
土.

日
曜
日 

角
渕
区
内

135
玉

村

町 

堀
東
若
連 

佐
波
郡
玉
村
町
角
渕 

大

世
 

話 

七
月
第
二
土.

日
曜
日 

角
渕
区
内

136
尾

島 

町 

下
新
田
祇
園
雛
子
保
存
会 

新
田
郡
尾
島
町
世
良
田
ー
ニ
〇
三 

富
岡 

悦
雄 

七
月
二
四
日
〜
二
五
日 

世
良
田
地
区
内

137
新

田

町
 

市
祇
園
雛
子
保
存
会 

新
田
郡
新
田
町
市
野
井
一
四
七
四1

二 

金
谷 

惣
市 

七
月
第
三
日
曜
日 

市
神
明
宮

138
新

田

町

村

田

祇

園

囉

子

保

存

会 

新
田
郡
新
田
町
村
田
四
四
七 

井

田

勝

利 

八
月
上
旬 

村
田
地
区
内

139
藪
塚
本
町 

大
原
祭
囉
子 

新
田
郡
藪
塚
本
町
大
原
一
八
六
〇1

五 

飯

田

一

男 

七
月
二
四
日
〜
二
五
日 

大
原
地
区
内

140
大
間
々

町 

大
間
々
お
は
や
し
保
存
会 

山
田
郡
大
間
々
町
大
間
々
一
四
〇
七1

二 

石
原 

輝
久 

八
月
一
日
〜
三
日 

大
間
々
町
四
丁
目
内 

141
千
代
田
町 

赤
岩
祇
園
屋
台
囉
子 

邑
楽
郡
千
代
田
町
赤
岩
ー
ー
ニ 

斎
藤 

光
二 

七
月
一
五
日
に
近
い
日
曜
日 

赤
岩
地
区
内

142
大
泉
町
大
泉
町
役
場
民
謡
愛
好
会 

邑
楽
郡
大
泉
町
古
海
六
七
九 

青
木 

篤

七

月

下

旬
(
大
泉
ま
つ
り)

大
泉
町
内

143
邑

楽 

町 

邑
楽
町
五
区
八
坂
神
社
祇
園
赚
子 

邑
楽
郡
邑
楽
町
ニ
ニ
八
〇1

二 

川

島

一

夫 

七
月
一
四
日 

中
野
天
王



無
形
文
化
財
緊
急
調
查
「群
馬
県
の
祇
園
囃
子
」
実
施
要
項

一
 

趣

旨本
県
に
は
多
種
多
様
の
無
形
文
化
財
が
存
在
し
て
い
る
が
、
近
年
に
お
け
る 

著
し
い
社
会
生
活
の
変
化
に
よ
り
急
速
に
消
滅
し
よ
ぅ
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
特
に
重
要
な
無
形
文
化
財
の
ぅ
ち
、
緊
急
に
調
査
を
必
要
と
す
る 

も
の
に
つ
い
て
、
記
録
を
作
成
し
、
保
存
対
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
。

二
調
査
対
象

「群
馬
県
の
祇
園
囉
子
」

七
月
下
旬
を
中
心
に
祇
園
祭
が
県
内
各
地
で
行
わ
れ
る◦

こ
の
祭
で
山
車(

屋 

ムB

の
上
で
演
奏
さ
れ
る
祇
園_

子
は
、
本
県
の_

子
の
代
表
で
あ
る
。
こ
の 

囉
子
は
、
笛
.

大
太
鼓.

小
太
鼓.

鉦
等
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
、
子
供
達
が
演 

奏
す
る
場
合
も
多
く
、
各
地
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
芸
能
と
い
え
る
。
系
統
的
に 

は
神
田
赚
子
が
多
い
が
、
葛
西_

子
、
秩
父
屋
台
囉
子
、
大
杉
皤
子
、
上
州
系 

赚

子
(

さ
ん
て
こ)

等
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
祇
園
囉
子
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
、
県
内
の
祇
園
攤
子
の
系
譜 

や
歴
史
、
地
域
的
な
特
徴
等
を
明
ら
か
に
す
る
。

三
調
査
主
体
者

群
馬
県
教
育
委
員
会

四

事

務

局
(
文
化
財
保
護
課)

荒

畑

大

治 

課
長

田

口

紀

雄 

総
括
課
長
補
佐

若

林

宏

宗 

課
長
補
佐
兼
文
化
財
保
護
係
長

高
橋
順
一 

主
幹
兼
専
門
員

小
野
瀬
和
男 

専

門

員(
担
当)

天

笠

尚

人 

主
任

五
調
査
協
力
期
間

県
内
各
市
町
村
教
育
委
員
会

六

調

査

員詳
細
調
査
団
体
の
代
表

.

尾
島
町
世
良
田
祇
園
囉
子
代
表 

関
口 

富
治

.

大
間
々
町
お
は
や
し 

代
表 

石

原

輝

久

.

沼
田
祇
園
唯
子 

代
表 

須

田

清

七

七
調
査
内
容

(

一) 

県
内
の
全
市
町
村
を
対
象
に
祇
園
囉
子
の
伝
承
団
体
の
所
在
調
査
を

実
施
す
る
。

文
化
財
保
護
課
で
調
査
し
、
結
果
を
ま
と
め
る
。

(

二) 

代
表
的
な
祇
園
赚
子
に
つ
い
て
詳
細
調
査
を
実
施
す
る
。

.

尾
島
町
世
良
田
祇
園
雛
子

・
大
間
々
町
お
は
や
し

.

沼
田
祇
園
囉
子

八
ま
と

め

調
査
報
告
書
「群
馬
県
の
祇
園_

子
」
及
び
録
音
「群
馬
県
の
祇
園
唯
子
」
を
作

成
す
る
。
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5

上 
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場 
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来
.

伝 
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7
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8

加

入

者

資

格

及

び

加

入

範

囲
 

9

演

奏

曲

目

の

数

と

名

称

12
使

用

楽

器

の

数

と

名

称

15
後
継
者
養
成
の
た
め
の
手
段(
伝
習
方
法) 

10
演 

奏 

形 

態

13
演 

習 

日 

(
方 

法)

16
記
録
資
料
の
有
無(
文
書
資
料.

録
音
テ
ー
プ) 

11
奏

法

の

種

類

と

名

称

14
付

属

芸

能

の

有

無
(

里

神

楽

等
)

17
衣 

裳
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